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主な内容

8	 立地適正化計画を策定
10	 災害時の避難の流れ
12	 ようこそ市長さん
26	 固定資産の評価替え

特 集

みんなで考えよう。
私たちの公共施設
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施設名 施設数

小学校 10

中学校 7
給食センター 4
教員住宅（戸） 75
美術館・博物館・資料館 10
公民館 5
図書館 5
スポーツ施設 14
高齢者福祉センター等 4
高齢者デイサービスセンター 5
障害者就労支援施設 5
社会就労センター 4
認定こども園（幼稚園含む） 19
児童館 9
保健センター 5
宿泊施設 8
農産物加工施設 4
農産物直売所 6
公営住宅（戸） 362

【表１】市が保有する主な公共施設
（平成 30 年３月現在）

【表 2】公共施設の築年経過年数別割合
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市
の
公
共
施
設
の
多
く
は
、
合
併

前
の
旧
5
町
村
が
整
備
し
た
施
設
で
あ

り
、
同
じ
用
途
や
目
的
の
施
設
が
多
く

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
耐
用
年
数
に
達
す

る
施
設
も
多
く
あ
り
ま
す
。

市
が
誕
生
す
る
に
あ
た
り
、
旧
5

町
村
の
事
務
の
調
整
は
図
ら
れ
ま
し
た

が
、
公
共
施
設
の
調
整
ま
で
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
23

年
度
か
ら
調
査
を
行
い
、
平
成
25
年
度

に
「
公
共
施
設
白
書
」
を
ま
と
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
後
さ
ら
に
少
子
高

●
公
共
施
設
の
数

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
ほ
と
ん

ど
は
、
合
併
前
の
旧
5
町
村
が
産
業
振

興
や
住
民
の
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
て

整
備
し
た
も
の
で
す
。
合
併
を
経
て
い

な
い
人
口
規
模
が
同
程
度
の
市
と
比
べ

る
と
、
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
つ
施
設

を
保
有
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
施
設
、
保

健
セ
ン
タ
ー
や
農
産
物
加
工
施
設
な
ど

を
多
く
保
有
し
て
い
る
の
も
特
徴
の
一

つ
で
す
。【
表
１
】

●
公
共
施
設
の
老
朽
化

建
設
さ
れ
て
か
ら
の
年
数
別
に
み
る

と
、
昭
和
40
年
代
以
降
の
建
築
で
築
31

年
～
50
年
を
経
過
す
る
建
物
が
全
体
の

約
3
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。（
Ｈ

25
公
共
施
設
白
書
よ
り
）【
表
２
】

今
後
10
年
ほ
ど
で
更
新
時
期
を
迎
え

る
施
設
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
建
て

替
え
を
す
る
の
か
、
譲
渡
ま
た
は
廃
止

す
る
の
か
な
ど
の
判
断
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

齢
化
・
人
口
減
少
化
（
平
成
52
年
で

８
万
３
０
０
０
人
を
想
定
）
が
進
む
こ

と
を
背
景
に
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を

同
規
模
で
持
ち
続
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
財
源
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

仮
に
、今
あ
る
施
設
に
つ
い
て
、築
30
年
で

大
規
模
改
修
、築
60
年
で
同
じ
床
面
積

で
建
て
替
え
る
と
す
る
と
、40
年
間
で
約

１
５
９
９
億
円
、年
平
均
約
40
億
円
と
な

り
、多
額
の
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

安
曇
野
市
財
政
計
画
（
平
成
30

年
度
か
ら
平
成
36
年
度
）
に
よ
る

と
、
歳
出
決
算
（
見
込
み
）
額
は
、

平
成
27
年
度
の
４
１
２
億
8
千
万
円

を
ピ
ー
ク
と
し
、
平
成
36
年
度
に
は

３
５
７
億
１
千
万
円
に
減
少
す
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。【
次
ペ
ー
ジ
表
３
】

こ
の
う
ち
公
共
施
設
整
備
に
関
わ
る

普
通
建
設
事
業
費
等
（
道
路
等
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
関
わ
る
費
用
を
含
む
）
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
以
降
、
一
定

の
規
模
で
推
移
し
た
後
、
平
成
32
年
度

を
境
に
減
少
し
、
平
成
36
年
度
に
は

22
億
4
千
万
円
ま
で
縮
小
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。【
次
ペ
ー
ジ
表
４
】

こ
れ
は
、
公
共
施
設
の
整
備
に
活
用

し
て
い
る
合
併
特
例
事
業
債
の
活
用
期

限
が
平
成
32
年
度
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ

ま
で
の
間
に
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
の

将
来
を
見
据
え
、
大
型
の
施
設
整
備
事

業
を
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

ま
た
、
歳
入
面
に
お
い
て
も
、
普
通

交
付
税
の
算
定
の
特
例
で
あ
る
「
合
併

算
定
替
（
※
）」
の
措
置
が
、
合
併
後

10
年
間
の
特
例
期
間
の
後
、
平
成
28
年

こ
の
問
題
は
本
市
に
限
ら
ず
、
他
の

自
治
体
に
お
い
て
も
抱
え
て
お
り
、
各

自
治
体
で
施
設
再
編
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
も
、
イ

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
地
方
に
対
し
て
も
指
針
を
示

し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
、
計
画
的
に
公
共
施
設
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

度
か
ら
の
5
年
間
で
段
階
的
に
縮
小
し

て
い
く
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
化
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
し
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

た
め
に
も
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
見

直
す
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
合
併
算
定
替

合
併
前
の
町
村
が
存
在
す
る
も
の
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
算
定
し
た
額

の
総
額
を
交
付
す
る
措
置

み
ん
な
で
考
え
よ
う
。

私
た
ち
の
公
共
施
設

私
た
ち
は
、
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
施
設
は
年
々
老
朽
化
し
て

お
り
、
現
状
の
ま
ま
使
い
続
け
る
に
は
、
今
後
修
繕
・
大
規
模
改
修
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
す
べ
て
の
公

共
施
設
を
同
規
模
で
持
ち
続
け
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。
将
来
を
見
据
え
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
、
施
設
の
民
間
譲
渡
や
統
廃
合
も
視
野
に
、
そ
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

A QA Q

A Q

な
ぜ
今
、
公
共
施
設
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
。

市
の
公
共
施
設
は
、

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
？

市
の
財
政
で
は
、
す
べ
て
の
施
設
を
維
持
で
き
な
い
の
？

旧
町
村
時
代
に
建
設
し
た
施

設
が
多
く
、
用
途
が
重
な
る

施
設
が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
施
設
を
維
持
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
困
難
な
状
況
で
す
。

す
べ
て
の
公
共
施
設
を
同
規
模
で
持
ち
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

特集 ◎ みんなで考えよう。私たちの公共施設

公共施設の現状

●築 31 ～ 50 年を超える施
設が３分の１を占める。

●合併により同じ用途の施設
を複数保有している。

●少子高齢化・人口減少化が
進み、ニーズの変化に対応
が遅れている。
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（単位：億円）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度

420.68
416.25

403.09
397.30

407.16

424.12

373.51

365.67
359.93 358.13

412.79 409.20
396.23

395.55

406.16

423.12

372.51
364.66

358.93 357.13

320.00

340.00

360.00

380.00

400.00

420.00

440.00
歳入決算（見込み）
歳出決算（見込み）

歳入・歳出ともに減少の見込み

区　分 平成 29 年度見込 平成 30 年度見込 平成 31 年度見込 平成 32 年度見込

➡

平成 36 年度見込

維持補修費 6,064 万円 1 億 2,082 万円 3 億 1,203 万円 3 億 865 万円 3 億 6,947 万円

普通建設事業費等 59 億 7,783 万円 53 億 4,912 万円 67 億 5,090 万円 81 億 2,101 万円 22 億 4,310 万円

合　計 60 億 3,847 万円 54 億 6,994 万円 70 億 6,293 万円 84 億 2,966 万円 26 億 1,257 万円

【表 3】歳入歳出決算（見込み）額の推移

【表 4】普通建設事業費等の推移（道路等インフラ整備に係る費用を含む）

【表５】主な用途区分別の見直し（抜粋）

【表 6】各施設の検証図

・体育施設

・美術館・資料館

・集会施設

・社会福祉施設の一部

・小中学校

・図書館

・防災・水防倉庫

・行政庁舎

・宿泊施設

・キャンプ場

・農産物加工施設

・市営住宅

・市立保育所

・社会福祉施設の一部

必需的選択的

非市場的

市場的

Ａ

Ｂ’Ｃ

Ｂ

準義務的なもの（ ） 義務的なもの

準義務的なもの（ ）
サービス目的

民間代替可能なもの

用途区分 保有面積の増減率
小学校 △ 19.5
中学校 △ 19.6
学校給食センター △ 11.7
スポーツ施設 △ 9.6
その他の生涯学習施設 △ 49.7
人権教育集会所 △ 64.0
観光施設 △ 81.7
宿泊施設 保有しない
コミュニティー施設（指定管理） 保有しない
コミュニティー施設（区等管理） 保有しない
農業体験施設 保有しない

合　　　　　　　計 △ 32.9

区　　分 施設の性質

A 義務的なもの［必需的・非市場的］ 法律等により施設設置が義務付けられ、ほとんどの市民に対してサービスを提供する
「必需的」な施設であり、民間ではサービスの提供がされにくい「非市場的」な施設

B 準義務的なもの（a）［選択的・非市場的］生活や余暇をより快適で潤いのあるものとするために、特定の市民に利益を供与する「選
択的」な施設であるが、民間ではサービスの提供がされにくい「非市場的」な施設

B’ 準義務的なもの（b）［必需的・市場的］多くの市民にサービスを提供する「必需的」な施設であるが、民間でもサービスの提
供がされており、代替えの民営施設が存在する「市場的」な施設

C サービス目的・民間代替え可能なもの
［選択的・市場的］

特定の市民に利益を供与する「選択的」な施設で、民間でもサービスが提供される「市
場性」が高い施設

特集 ◎ みんなで考えよう。私たちの公共施設

●
公
共
施
設
再
配
置
計
画

（
平
成
28
年
6
月
策
定
）

公
共
施
設
再
配
置
計
画
基
本
方
針
に

沿
っ
て
、
次
の
条
件
を
補
い
、
再
配
置

計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で

は
、
保
有
面
積
の
約
32
・
9
％
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
表
５
】

⑴　

公
共
施
設
が
持
つ
性
質
で
あ
る

「
選
択
性
」
と
「
市
場
性
」
か
ら
各
施

設
の
検
証
を
行
い
、「
サ
ー
ビ
ス
目
的
・

民
間
代
替
可
能
な
も
の
（
Ｃ
）」
と
さ

れ
た
施
設
は
今
後
保
有
し
な
い
も
の
と

し
ま
し
た
。【
表
６
】

市
で
は
、
公
共
施
設
の
見
直
し
を
次

の
経
過
を
経
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

●
公
共
施
設
再
配
置
計
画
基
本
方
針

（
平
成
27
年
2
月
策
定
）

公
共
施
設
再
配
置
計
画
基
本
方
針
で

対
象
と
し
た
施
設
は
、２
７
１
施
設
で
、

次
の
条
件
⑴
・
⑵
に
よ
っ
て
検
証
を
行

い
、
加
え
て
⑶
の
施
設
の
設
置
目
的
か

ら
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

⑴　

施
設
（
事
業
）
の
性
質

「
誰
が
実
施
主
体
で
や
る
べ
き
か
」

「
実
施
し
な
い
場
合
の
影
響
」「
今
や
る

必
要
が
あ
る
か
」
等
の
視
点
で
事
業
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
最
終
的
に
市
が
や
る
べ

き
事
業
で
あ
る
か
検
証
を
行
う
「
妥
当

性
」
に
着
目
し
、
公
共
施
設
が
持
つ
性

質
で
あ
る
「
選
択
性
」
と
「
市
場
性
」

か
ら
、
検
証
を
行
い
ま
し
た
。【
表
６
】

⑵　

施
設
の
老
朽
度
と
利
用
度

施
設
の
「
躯く

た
い体
余
命
評
価
」
と
「
施

設
利
用
度
評
価
」
か
ら
「
施
設
利
用
方

針
」
並
び
に
「
建
物
方
針
」
に
つ
い
て

検
証
を
行
い
ま
し
た
。

⑵　

昭
和
60
年
度
と
平
成
26
年
度
の

児
童
生
徒
数
を
比
較
す
る
と
、
25
％
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
減
少
率

を
参
考
に
、
小
・
中
学
校
保
有
面
積
を

現
状
の
約
2
割
減
と
し
ま
し
た
。

⑶　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
他
利
用
・

　
　

未
利
用
施
設

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
利
用

者
が
限
定
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
と
移
管
を
含
め
て
協
議
す
る

も
の
と
し
ま
し
た
。

建
設
当
時
の
役
割
を
既
に
終
了
し

た
施
設
に
つ
い
て
は
、
他
の
施
設
へ
の

用
途
変
更
を
行
う
な
ど
、
有
効
活
用
の

検
討
を
行
い
（
旧
堀
金
公
民
館
な
ど
）、

有
効
活
用
が
図
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た

施
設
に
つ
い
て
は
、
関
連
団
体
や
民
間

企
業
へ
の
貸
付
ま
た
は
売
却
な
ど
の
措

置
（
旧
押
野
教
職
員
住
宅
な
ど
）
を
講

じ
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

A Q
公
共
施
設
を
ど
う
見
直
し
て
い
く
の
で
す
か
？

イ
ン
フ
ラ
施
設
を
除
く
２
７
１
施
設
を
検
証
し
、

保
有
面
積
の
約
33
％
減
少
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（単位：％）

小・中学校の延床面積の
約2割縮減を検討

将来的に保有しない方針

➡

➡
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所管部署 施設名

総務部 旧明科法務局、旧豊科社会就労センター上川手分場、消防団第 11 分団第 3 部詰所（耳塚）、消防団
第 12 分団第 3 部詰所（白金班）

財政部 あかしや館、大門公民館、富田公民館、原公民館、荻原地区公民館、押野集会施設、旧矢ノ沢分教
場、旧福祉住宅（柏矢町・柏原）、第二倉庫（上堀）、旧柏原教職員住宅

市民生活部 有明会館、西穂高会館、離山会館

福祉部 豊科デイサービスセンター、旧豊科生きがいデイサービスセンター

農林部

ファインビュー室山、ほりでーゆ～四季の郷、コテージ四季の郷、長峰山森林体験交流センター天
平の森、須砂渡キャンプ場、冷沢小屋、常念いこいの広場、穂高農村景観活用交流施設・矢原農村
公園、穂高古厩農村集落多目的共同利用施設（古厩会館）、三郷総合営農センター（中萱）、南小倉
林業研修センター、小田多井交流センター

商工観光部 長峰荘、穂高勤労者福祉センター、まちづくり会館（成相）

都市建設部 アルプス団地、水防倉庫（貝梅）

教育部
穂高プール、豊科南社会体育館、豊科武道館・剣道場、豊科町通り人権教育集会所、豊科解放館、
穂高人権教育集会所、堀金人権教育集会所、旧三郷民俗資料館、飯沼飛行士記念館、臼井吉見文学
館、下長尾教職員住宅、上原北教職員住宅（校長住宅）

【表 7】公共施設再配置計画 10 年計画案で譲渡または廃止を検討している施設（平成 29 年 3 月公表）
　　　※平成 29 年度中に廃止をした施設を除く

●
公
共
施
設
再
配
置
計
画
10
年
計
画
案

（
平
成
29
年
3
月
公
表
）

再
配
置
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
は
各
施
設
の
施
設
経
営
方
針
を
検

討
し
、
方
針
に
沿
っ
て
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
後
10
年
間
に
検
討
が

必
要
な
施
設
に
つ
い
て
一
覧
表
を
作
成

し
ま
し
た
。【
表
７
】

平
成
27
年
2
月
に
策
定
し
た
公
共
施

設
再
配
置
計
画
基
本
方
針
に
基
づ
く
公

共
施
設
再
配
置
計
画
で
は
、
施
設
の
用

途
区
分
ご
と
に
延
床
面
積
の
圧
縮
率
を

示
し
ま
し
た
。
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
を
管
理
す
る
部
署
で
こ
の
計
画
に
沿

っ
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
検
討
と
同
時
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
施
設
の
集
約
と
複
合
・
多
機
能
化

を
進
め
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
つ
つ
、
ど

の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
か
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
施
設
を
維
持
す

る
た
め
に
、
施
設
利
用
者
か
ら
の
使
用

料
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
税
金
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

施
設
は
存
在
す
る
だ
け
で
費
用
が
掛

か
り
ま
す
。
早
め
に
見
直
し
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
将
来
の
財
政
運
営
に
支
障

を
来
さ
な
い
た
め
の
対
策
を
立
て
、
保

有
す
べ
き
施
設
の
維
持
管
理
費
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
し
、
市
民
が
将
来
も
継

続
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な

ど
、
こ
の
問
題
の
い
わ
ば
「
総
論
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
今
後
、
各
施

設
の
検
討
と
い
っ
た
「
各
論
」
を
考
え

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
将
来
の
負
担
を
抑
え
た

い
と
い
う
方
針
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
　
　

個
別
施
設
に
関
す
る
こ
と

　

各
施
設
の
所
管
部
【
表
７
】

計
画
に
関
す
る
こ
と

　

総
務
課
行
政
管
理
係

　
（
71
・
２
４
０
８ 

71
・
５
１
５
５
）

施
設
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
全
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
で
す
。

今
後
予
算
規
模
が
縮
小
す
る
中
で
、
限

ら
れ
た
財
源
に
優
先
順
位
を
付
け
て
配

分
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
安
全
が
確
保
で
き
な
い
施

設
は
利
用
で
き
な
く
な
り
、
維
持
費
だ

け
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

低
額
な
使
用
料
で
身
近
に
あ
る
施
設

を
利
用
で
き
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と

A QA Q
削
減
し
な
い
場
合
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
か
？

今
後
、
個
別
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
？

安
全
確
保
が
で
き
な
い
施
設
は
使
用
不
可
と
な
り
、

維
持
費
だ
け
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

施
設
を
所
管
す
る
部
署
を
中
心
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
を
重
ね
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

特集 ◎ みんなで考えよう。私たちの公共施設

公共施設見直しの詳細は、
「公共施設白書」、「公共施
設再配置計画」などに掲
載しています。

関係する計画は、総務
課行政管理係窓口でご
覧いただくか、市ホー
ムページからダウン
ロードできます。また、
出前講座をご依頼いた
だければ、再配置計画
について地域の集会な
どで説明させていただ
きます。

未来のため 公共施設のあり方を 共に考えましょう。

安曇野市の公共施設は、合併前に整備をされた施設が多く、
その多くが経年とともに、大量更新の時期を迎えることとなり
ます。しかし、試算では、すべての施設を現行のまま維持する
ことは財政的にも困難であると考えられます。そのため、各部
署において、公共施設再配置計画に沿った施設の検討を進めて
います。

公共サービスを行うために建設された施設の中には時代とと
もに必要性が薄れてきたものもあります。このような施設を見
直し、機能を他の施設に統合することで、より少ない負担でよ
り効果的な施設の運営を行うことが可能となります。

施設の縮減は、市民の皆さまの理解と協力が欠かせないこと
から、ぜひ皆さまにも「現在だけでなく、未来の市民が必要な
施設を安全に利用するために、また、子や孫の世代に大きな負
担をかけないために、今私たちができること」といった視点を
持っていただき、公共施設のあり方を一緒に考えていただけれ
ばと思います。

安曇野市長  宮澤宗弘
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た

立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

人
口
の
急
激
な
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
に
、
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
今
後
も
、
私
た
ち
が
安
心
で
き
る
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
立
地
適

正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
問
都
市
計
画
課
計
画
係
（
4�

71
・
２
２
４
６　

6�

72
・
３
５
６
９
）

市
の
現
状
と
課
題

市
の
人
口
は
、
２
０
１
０
年
を
ピ

ー
ク
に
減
少
し
、
２
０
１
５
年
の
時

点
で
既
に
約
１
２
０
０
人
減
少
し
て

い
ま
す
。（
表
１
）

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
で
は
、
２
０
４
０
年
に
は
ピ

ー
ク
時
か
ら
約
2
万
人
減
少
し
、

１
９
７
０
年
代
と
同
等
の
人
口
規
模

に
減
少
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

航
空
写
真
（
図
1
）
の
例
か
ら
も

分
か
る
よ
う
に
、
１
９
７
０
年
代
に

は
、
住
宅
の
密
集
範
囲
、
い
わ
ゆ
る

市
街
地
が
小
さ
く
、
高
齢
者
の
割
合

も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
現

在
で
は
、過
去
の
人
口
増
加
に
よ
り
、

市
街
地
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
今

23
年
か
ら
全
市
統
一
の
独
自
条
例
に

よ
る
土
地
利
用
制
度
を
運
用
し
て
い

ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
さ
ら
な

る
推
進
の
た
め
、
都
市
再
生
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
、
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
し
、「
居
住
誘
導
区
域
」と「
都

市
機
能
誘
導
区
域
」を
定
め
ま
し
た
。

（
図
2
）

後
、
拡
大
し
た
市
街
地
の
範
囲
は
そ

の
ま
ま
に
、
人
口
減
少
に
伴
っ
て
居

住
者
が
少
な
く
な
り
、
空
き
家
や
空

き
地
の
多
い
区
域
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
や
生
活
利
便
性

の
低
下
等
に
伴
う
行
政
コ
ス
ト
の
増

大
等
、
持
続
困
難
な
都
市
構
造
と
な

り
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

市
街
地
の
人
口
密
度
を
維
持
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
す
こ
と
が

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
で

す
。市

で
は
、
市
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
美
し
い
田
園
風
景
と
、
産
業
発

展
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
、
平
成

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
、
日
常

生
活
に
最
低
限
必
要
と
な
る
医
療
・

福
祉
・
商
業
等
の
都
市
機
能
を
誘
導

し
集
約
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
周
辺
の
住

宅
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
都
市
の
利
便
性
を
享
受
で

き
る
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
を
目
指

す
も
の
で
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

に
住
居
な
ど
を
緩
や
か
に
、
時
間
を

か
け
て
誘
導
・
集
約
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
募
集
す
る
た
め
、
住
民
説
明
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
核
と
な
る
拠

点
間
や
居
住
区
域
を
結
ぶ
移
動
手
段

の
確
保
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
実
現
の
た
め
、
6
月
に
策
定
予

定
の「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

と
も
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
に
よ
る
手
続
き

　

平
成
30
年
4
月
１
日
か
ら
計
画
で

定
め
る
区
域
以
外
で
の
開
発
に
つ
い

て
は
、
着
手
30
日
前
ま
で
に
届
出
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
住
宅
の
開
発
行
為

①
3
戸
以
上
の
住
宅
の
建
築
目
的

の
開
発
行
為

②
１
戸
ま
た
は
2
戸
の
住
宅
の
建

築
目
的
の
開
発
行
為
で
規
模
が

１
０
０
０
㎡
以
上
の
も
の

▽
住
宅
の
建
築
等
行
為

①
3
戸
以
上
の
住
宅
の
新
築

②
建
築
物
を
改
築
し
、
ま
た
は
建

築
物
の
用
途
を
変
更
し
て
住
宅
等

と
す
る
場
合

▽
誘
導
施
設
（
病
院
や
小
売
店
、
診

療
所
な
ど
）
の
開
発
行
為

①
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
の

建
築
目
的
の
開
発
行
為

▽
誘
導
施
設
の
開
発
行
為
以
外

①
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
の

新
築

②
建
築
物
を
改
築
し
、
誘
導
施
設

を
有
す
る
建
築
物
と
す
る
場
合

③
建
築
物
の
用
途
を
変
更
し
、
誘

導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
と
す
る

場
合

　

な
お
、
立
地
適
正
化
計
画
の
手
続

き
が
不
要
で
あ
っ
て
も
、
開
発
の
規

模
や
目
的
に
応
じ
て
所
定
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
市
内
で
開
発
を
行
う

際
は
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
建
築
住

宅
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

立
地
適
正
化
計
画
の
詳
細
は
、「
届

出
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
引
き
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

都
市
計
画
課
（
2
階
�
番
窓
口
）
で

入
手
で
き
ま
す
。

注目情報1

（図 1）　豊科地域の旧市街化区域の例（青枠内＝旧市街化区域）

（表１）　安曇野市の人口推移

（図 2）　誘導区域の概要

昭和45（1970）年 平成26（2014）年

過去の人口増加とともに
市街地が拡大

➡

「居住誘導区域」
　上記 12カ所を生活サ－ビスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導する区域として設定

「都市機能誘導区域」

　　　　　　　　… 拠点施設誘導区域（高度な都市機能が集積した中心拠点の中核）

　　　　　　　　… 日常サービス施設誘導区域（居住環境が整い、人口が維持された中心拠点）

　　　　　　　　… 生活拠点区域（居住環境が整った既存市街地・集落）
　　　　　　　　　
その他は、美しい景観や自然・田園環境、地域コミュニティを守っていく区域

本庁舎現本庁舎

豊科駅豊科駅

南安曇農業高校 南安曇農業高校

豊科高校豊科高校
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障
が
い
が
あ
る
人
や
高
齢
者
等
の

災
害
時
の
避
難
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

災
害
に
よ
り
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
自
宅
や
職
場
な
ど
か
ら
近
い
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
冷
静
か
つ
迅
速
に
行
動
で
き
る
よ
う
避
難
の
流
れ
を
確
認
し
、
地
域
で
支
え
合
い
助
け
合
う
体
制

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当
（
4�

71
・
２
２
５
３　

6�

71
・
２
３
２
８
）

避
難
所
の
役
割

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
、

多
く
の
人
た
ち
が
指
定
さ
れ
た
避
難

所
で
応
急
的
に
生
活
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
避
難
所
に
は
、
差
し
迫
っ

た
危
険
か
ら
命
を
守
る
た
め
公
民
館

等
に
一
時
避
難
す
る
「
指
定
緊
急
避

難
場
所
」
と
、
被
災
者
が
小
・
中
学

校
な
ど
で
一
定
期
間
避
難
生
活
を
す

る
「
指
定
避
難
所
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
乳

幼
児
な
ど
、
一
般
の
避
難
所
で
は
生

活
に
支
障
が
あ
る
場
合
に
優
先
的
に

避
難
で
き
る
よ
う
特
別
な
配
慮
が
さ

れ
て
い
る
「
福
祉
避
難
所
」
が
あ
り

ま
す
。

福
祉
避
難
所
と
は

福
祉
避
難
所
は
、
災
害
時
に
市

の
判
断
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
る
二
次

的
な
避
難
所
で
あ
り
、
災
害
直
後
に

避
難
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
福

祉
避
難
所
へ
の
避
難
が
望
ま
し
い
と

思
わ
れ
る
人
も
、ま
ず
身
近
な「
指
定

緊
急
避
難
場
所
」
ま
た
は
「
指
定
避

難
所
」に
避
難
し
、そ
の
後
、福
祉
避

難
所
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
16
カ
所
の
施
設

を
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
と
し
て
指

定
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
助
け
合
う
「
共
助
」

お
住
ま
い
の
地
域
に
潜
む
災
害
の

危
険
性
を
学
び
、
避
難
経
路
の
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
に

時
間
が
か
か
る
要
配
慮
者
の
安
全
な

避
難
に
つ
い
て
も
、
地
域
が一体
と
な
っ

て
支
え
、
助
け
合
え
る
力
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

注目情報2

災害時の避難の流れ

指定緊急避難場所
地区公民館・公園等

指定避難所
小中学校・公共施設

福祉避難所
福祉センター等

福祉避難所は、専門的な支援や配慮が必
要な避難者向けに開設。一般の避難所で
生活できる避難者は利用できません。

①安全確保を最優先に
まずは指定緊急避難
場所へ

②状況により指定避難所
を市が開設

③避難者の状況を確認
④福祉避難所開設を決定

⑤一般の避難所では生活に
支障がある要配慮者は、
受け入れ態勢が整いしだ
い福祉避難所へ移動

要配慮者の安全な避難行動のために
高齢者・障がいのある人への対応
●避難行動に援助が必要な人には複数人で対応しましょう。●緊急時には背負って避難しましょう。
耳の不自由な人への対応
●避難に関する放送などを聞き取れず、状況把握が遅れることがあるため、状況を周囲の人が直接伝えましょう。
●相手に対して真っすぐに顔を向け、大きく口を動かしはっきりと話しましょう。手のひらに指先で文字を大きく書く方

　　法も有効です。

肢体の不自由な人への対応
●車いすを使用する場合、階段では必ず 2 人以上で介助しましょう。下りは後ろ向き、登りは前向きで移動します。
● 1人で介助する場合は、介助が必要な人の両手が自由に使えるように、おんぶひもなどで背負って避難しましょう。

➡ ➡

市政トピックス

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
「
横
断
的
組
織
」
へ　

災
害
対
策
本
部
組
織
を
改
め
る

■
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会　

安
全
・
安
心
の
た
め
に
協
定

市
は
2
月
14
日
、
大
規
模
な
災
害

に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
災
害
対

策
本
部
組
織
の
構
築
に
合
わ
せ
て
、

災
害
対
策
本
部
室
の
設
置
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
確
認
す
る
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、市
職
員
約
１
０
０
人
が
、

机
・
い
す
の
配
置
、
コ
ピ
ー
機
の
移

市
と
安
曇
野
市
タ
ク
シ
ー
運
営
協

議
会（
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
4
社
）

は
2
月
20
日
、
両
者
の
協
力
体
制
を

整
え
る
た
め
2
つ
の
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

「
災
害
時
等
に
お
け
る
人
員
等
の

輸
送
業
務
に
関
す
る
協
定
書
」で
は
、

災
害
時
の
応
急
対
策
等
を
行
う
人
員

や
物
資
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
輸

送
の
業
務
を
市
が
協
議
会
に
要
請
す

動
、
パ
ソ
コ
ン
・
電
話
機
の
設
置
な

ど
の
作
業
を
分
担
し
、「
災
害
対
策

本
部
室
の
配
置
」
を
完
了
し
た
後
、

「
指
揮
調
整
部
門
」、「
戦
略
部
門
」、

「
実
行
部
門
」
に
設
置
さ
れ
た
12
の

各
班
（
テ
ー
ブ
ル
）
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
・
手
順
の
確
認
と
改

善
案
な
ど
を
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

ま
た
、「
市
民
生
活
に
お
け
る
安

全
情
報
の
共
有
に
関
す
る
協
定
書
」

は
、
タ
ク
シ
ー
運
行
中
に
得
た
、
道

路
破
損
の
情
報
な
ど
安
全
に
関
す
る

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
事
故
等

を
防
止
し
て
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

災
害
対
策
本
部
の
見
直
し
は
、
市

の
こ
れ
ま
で
の
本
部
体
制
が
、
通
常

業
務
の
部
局
ご
と
の
「
縦
割
り
」
で

編
成
さ
れ
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
に
職
員
が
揃
わ
な
い
よ
う
な

災
害
時
に
は
機
能
し
な
い
こ
と
が
実

証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

本部室の設置後、課題や手順を話し合う

宮澤市長とタクシー運営協議会会員

地域の話題 NTTタウンページ

行政情報 豊富に掲載
NTT タウンページ㈱ではこのほど、行

政情報を豊富に掲載した安曇野市版タウ
ンページを発行しました。市役所窓口の
案内のほか、別添冊子に避難所マップや
避難時の準備リストなどの情報が掲載さ
れています。各戸に配布されており、災
害時にも役立つ一冊です。
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積
極
的
に
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
脳
や
体
は
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
を
通
じ
て
育
ち
ま
す
。
特
に
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
な
ど
、
身
近
な

人
と
触
れ
合
っ
て
遊
ぶ
時
間
は
、
人

間
関
係
を
築
く
力
を
育
み
、
健
康
な

体
と
心
を
つ
く
る
た
め
の
大
切
な
時

間
で
す
。

散
歩
に
出
か
け
た
り
、
外
遊
び
を

し
て
見
て
触
れ
て
、
驚
い
た
り
、
喜

ん
だ
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、

体
も
心
も
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
を

促
し
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
時
間
を
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
で
、
親
も
子
ど
も
の
関
心

や
興
味
が
ど
こ
に
向
い
て
い
る
の

か
、
共
有
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
と
触
れ
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
と
過
ご

す
時
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
を
短
時

間
に
控
え
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
使
用
す
る
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
、
自
分
が
伝
え
た
い
こ

と
が
あ
っ
た
と
き
に
、
し
っ
か
り
親

が
自
分
に
視
線
を
向
け
て
聞
い
て
く

れ
た
、
答
え
て
く
れ
た
、
自
分
の
気

持
ち
に
共
感
し
て
く
れ
た
と
い
う
体

験
を
重
ね
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
が

育
て
ら
れ
、
心
の
発
達
の
基
礎
と
な

り
ま
す
。

子
ど
も
と
の
過
ご
し
方
を
一
度
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
ど
う
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

子
ど
も
の
発
達
と
遊
び

子
ど
も
に
と
っ
て
遊
び
は
、
脳
や
体
を
育
て
る
大
切
な
も
の
で
す
。

子
ど
も
と
多
く
の
時
間
を
共
有
し
、
発
達
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当　

81
・
０
７
１
１　

81
・
０
７
０
３

全身を使った遊びが成長を促す

づくり情報健康

　子どもは遊びを通じて、運動能力やコミュニケーション能力など、
大人になるために必要な力を身に付けます。表１は遊んでいるとき
の脳や体の働き、子どもに身に付く能力を表しています。特に外遊
びは、全身を使う遊びが多く、脳や体の成長を促すことができます。

外遊びの時 室内遊びの時 テレビ・DVD・スマホの時

脳

走る、ジャンプ、投げるなど。脳全
体をバランスよく使い、特に前頭葉
を使う。
●自分で考える力（思考力）、創造性、

自分の意志で体を動かす運動領域
が育つ。

はさみ、のり、クレヨンなどの道具
の使用やおままごと、ごっこ遊びな
ど。特に前頭葉を刺激。
●自分で考える力（思考力）、創造性、

コミュニケーション能力、感情の
理解が育つ

ものを見るときは後頭葉、音を聞くとき
は側頭葉を使うが、その他はほとんど使
わない。
●知る、覚える能力が主として育つ
●運動野（前頭葉）の刺激が減ることで

悪い姿勢になりやすい

目
遠くや近くのものを見る（虫や鳥、
車、ボールなど）
●動体視力が育つ

積み重ねる、組み立てる（積み木、
ブロックなど）
●空間認知、立体構成力が育つ

画面を見続ける（一定距離・一定方向）
ため、一部の筋肉が緊張し、疲れて固く
なる。
●動くもの（遠近）を見る力が育たない

皮膚

汗をかくことで、汗腺の開閉が良く
なる
●風邪をひきにくくなる。体温調整

がうまくできるようになる。（3 歳
までに機能ができあがる）

室内で冷暖房の行き届いた環境にいると汗腺の開閉がうまくできない。
●熱中症、低体温になりやすい

（表１）子どもの遊びと身に付く能力　

〝社会を明るくする運動＂長野県作文コンテスト　入賞者

　　　　犯罪・非行のない地域社会づくりについて、考えたこと感じたことなどを作文にする、第 67 回〝社
会を明るくする運動＂長野県作文コンテストで入賞した皆さんが１月 29
日、宮澤市長に受賞を報告しました。本年は、県内の小中学生から１万
2,385 点の応募があり、最優秀賞 6 点、優秀賞 14 点などが選ばれました。
受賞した皆さん（敬称略）
中学生の部・最優秀賞
中
なかじま

島萌
も え か

花（三郷中 2 年）、横
よこやま

山笑
に こ

心（豊科南中１年）
小学生の部・優秀賞
竹
たけうち

内恒
こ う き

紀（堀金小 5 年）、望
もちづき

月真
ま な

奈（堀金小 5 年）

市政トピックス

■
児
童
・
生
徒
と
交
流 

「
よ
う
こ
そ
市
長
さ
ん
」

■
国
際
感
覚
を
養
う　

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

宮
澤
市
長
が
市
内
小
中
学
校
を
訪

れ
、
児
童
・
生
徒
と
交
流
す
る
「
よ

う
こ
そ
市
長
さ
ん
」
が
、
開
か
れ
ま

し
た
。

穂
高
東
中
学
校
で
は
2
月
5
日
、

市
長
と
生
徒
会
本
部
役
員
の
7
人
が

給
食
を
食
べ
な
が
ら
、
学
校
生
活
や

生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
長
は
こ
の
ほ

ど
導
入
し
た
電
子
黒
板
を
使
っ
た
授

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

派
遣
事
業
の
出
発
激
励
式
が
3
月
4

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
参
加
者
14

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
国
際
社
会
で
活
躍

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
行

わ
れ
、
国
際
感
覚
を
養
い
、
英
会
話

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

派
遣
さ
れ
る
14
人
は
、
応
募
の
あ

業
を
参
観
し
、
教
育
現
場
で
の
利
用

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

明
南
小
学
校
で
は
2
月
8
日
、
全

校
児
童
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
、そ
の
後
、5
年
生
が
考
え
た
「
こ

れ
か
ら
の
安
曇
野
市
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
児
童
た
ち
が
学
び
、
考
え

た
意
見
に
対
し
、
市
長
は
平
易
な
言

葉
で
現
状
や
展
望
を
返
答
し
て
い
ま

し
た
。

っ
た
54
人
の
中
か
ら
面
接
で
選
ば

れ
、
英
会
話
な
ど
の
事
前
学
習
を
重

ね
、
3
月
17
日
か
ら
26
日
ま
で
の
10

日
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
し

ま
す
。
滞
在
中
は
、
現
地
の
同
学
年

の
生
徒
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど

と
交
流
を
行
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
、「
海
外
の
文
化
を

吸
収
し
、今
後
に
生
か
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

安曇野市の未来を語り合う（明南小）

受賞者の皆さん

安曇野を紹介したい
思ったことを伝えられるよう工夫
したいです。安曇野の温泉を交流
する人たちに紹介したいです。 青

あおき

木　大
だいき

起さん
穂高西中学校

表敬訪問
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青少年センター
だより

安曇野市
２
０
０
人
お
り
、
各
地
域
で
も
独
自
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
県
立
こ
ど
も

病
院
託
児
支
援
、
保
護
司
会
と
の
合
同

研
修
会
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と

し
て
各
駅
で
の
あ
い
さ
つ
お
よ
び
テ
ィ

ッ
シ
ュ
配
布
の
啓
発
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
信
州
主
催
の
「
こ
ど
も
食

堂
」
へ
の
協
賛
、
刑
務
所
へ
の
視
察
研

修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
53
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
有

明
高
原
寮
の
寮
生
と
の
交
歓
会
は
大
切

な
活
動
で
、寮
生
と
一
緒
に
花
植
、草
刈

り
を
行
い
そ
の
後
の
茶
話
会
で
は
、
歌

や
演
奏
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。ま
た
、「
鐘
の
鳴
る
丘
愛
の
会
」
の

賛
助
金
活
動
に
も
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
生
じ
た

高
額
課
金　

○
無
料
で
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ゲ
ー
ム

が
多
い
反
面
、
ゲ
ー
ム
内
で
の
ア
イ

テ
ム
購
入
に
よ
っ
て
課
金
が
積
み
重

な
り
多
額
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ

て
、
お
金
が
減
っ
て
い
く
こ
と
が
目

に
見
え
な
い
た
め
、
金
銭
感
覚
が
麻

痺
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
課

金
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
す

る
の
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。ま
た
、

子
ど
も
が
有
料
だ
と
気
付
か
ず
に
、

ア
イ
テ
ム
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
購
入

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

・
多
く
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ゲ
ー
ム
で
は
、

利
用
者
が
決
済
方
法
を
選
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

購
入
で
き
る
プ
リ
ペ
イ
カ
ー
ド
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
課
金
の
限
度
額
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・「
ゲ
ー
ム
小
遣
い
帳
」を
子
ど
も
に
つ

新
入
学
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
子
ど

も
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電

話
の
契
約
を
予
定
し
て
い
る
保
護
者
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備

法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
30
年
2
月
１
日

か
ら
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
で
、
携
帯
電
話
会
社
と
契

約
代
理
店
に
は
、
新
規
の
携
帯
電
話
回

線
の
契
約
時
お
よ
び
機
種
変
更
・
名
義

変
更
に
伴
う
携
帯
電
話
回
線
契
約
の
変

更
・
更
新
時
に
、
次
の
よ
う
な
義
務
が

新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

・
契
約
締
結
者
ま
た
は
携
帯
電
話
端
末

の
使
用
者
が
青
少
年
（
18
歳
未
満
）

か
確
認
す
る
こ
と
。 

・
契
約
締
結
者
ま
た
は
携
帯
電
話
端
末

の
使
用
者
が
青
少
年
で
あ
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
青

少
年
が
青
少
年
有
害
情
報
の
閲
覧
を

す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
お
よ
び
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
の
必
要
性
と
内
容
を
説

明
す
る
こ
と
。 

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
有
効
化
措
置

（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
や
Ｏ
Ｓ

の
設
定
）
を
講
じ
る
こ
と
。

け
さ
せ
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
な
い

お
金
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。

長
時
間
利
用
に
よ
る
日
常
生
活
へ
の
支
障

○
友
達
と
の
協
力
や
競
争
を
通
じ
て
プ

レ
イ
で
き
る
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
や
、
ス
マ
ホ
の
無
料
通
話
ア

プ
リ
に
よ
る
友
達
と
の
夜
遅
く
ま
で

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
が
原
因
で
、
朝

起
き
る
の
が
つ
ら
く
て
、
遅
刻
や
居

眠
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
時
間
の
使
い
方
を
保
護
者

が
気
に
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
子
ど
も
と
利
用
の
ル
ー
ル
を

話
し
合
い
、
保
護
者
が
利
用
状
況
を

把
握
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
利
用
時
間
を
制
限
す
る
ア
プ
リ
を
利

用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
し
て

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
機
会
に
保
護
者
は
、
子
ど
も
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
に
よ
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
犯
罪
や
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
次
の

こ
と
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

①
積
極
的
な
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

　

利
用

平
成
29
年
3
月
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ｄ
ｏ
ｃ

ｏ
ｍ
ｏ
、
ａ
ｕ
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
） 

、
Ｓ
ｏ

ｆ
ｔ
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
名

称
が
「
あ
ん
し
ん
フ
ィ
ル
タ
ー
」
に
統

一
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
ん
し
ん
フ
ィ
ル
タ
ー
」
は
子
ど

も
の
年
齢
や
使
い
方
、
判
断
力
に
応
じ

て
、
４
段
階
の
中
か
ら
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
レ
ベ
ル
を
選
ぶ
だ
け
で
利
用
で
き
ま

す
。
レ
ベ
ル
の
変
更
や
、
利
用
し
た
い

サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
ご
と
の
許
可（
追
加
）、

オ
ン
／
オ
フ
の
切
り
替
え
も
簡
単
に
で

き
ま
す
。　

②
話
し
合
い
に
よ
る
家
庭
で
の

　

ル
ー
ル
づ
く
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
か
つ
適
切

に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
年

齢
や
力
量
に
合
わ
せ
た
手
助
け
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
能
力
・
発

達
お
よ
び
日
常
生
活
に
見
合
っ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を
、
家
庭
で
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

重
要
な
の
は
、
子
ど
も
が
納
得
で
き

る
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
。
ま
た
、
ル

ー
ル
を
守
れ
な
か
っ
た
時
の
た
め
の
対

応
も
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

不
適
切
な
利
用
に
よ
る
リ
ス
ク
に
つ
い

て
も
、
注
意
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

11
月
18
日
、
大
町
市
文
化
会
館
で
長

野
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
が
開

催
さ
れ
、
安
曇
野
市
か
ら
は
青
少
年
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
、
事
務
局
合
わ
せ
て

5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
31
人
3
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
安
曇
野
市
で
は
小
松
あ
つ

子
さ
ん
（
長
野
県
助
産
師
会
）
が
長
野

県
将
来
世
代
応
援
県
民
会
議
会
長
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
更
生

保
護
に
協
力
し
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
安
曇
野
地
区
の
会
員
数
は
約

第 10 号
平 成 3 0 年 3 月

編 集 発 行

安曇野市青少年センター

安曇野市教育委員会生涯学習課

事務局：生涯学習課社会教育担当

〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地

40263・71・2000　671・5000

安曇野市青少年センターだより

青少年相談窓口をご利用ください
誰にも相談できず一人で悩んでいる児童・生徒の皆さん、子どものことで悩んでいるお父さん、

お母さんなど、気軽にセンターへ電話ください。メールでの相談も受け付けています。一緒に解決
の糸口を見つけましょう。

青少年センターでは、家庭での引きこもり、学校での交友関係やネットいじめ、不登校、万引き
や家庭内暴力等の問題行動、自分自身のことなど、青少年に関する相談を受け付けています。
●電話・面接での相談　 471・2462（月曜日～金曜日：午前９時～午後５時）
●電子メールでの相談　 mseishonen@city.azumino.nagano.jp （24 時間受付）

知
っ
て
お
き
た
い

ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
の
安
全
教
室
⑨

岐阜刑務所視察研修

青
少
年
が
利
用
す
る
携
帯
電
話

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

大
町
市
で
長
野
県
青
少
年
健
全

育
成
県
民
大
会
が
開
催

安
曇
野
市
更
生
保
護
女
性
会

対
応

対
応
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優れた環境の取り組みを表彰する第 21 回
環境コミュニケーション大賞（環境省等主催）
の環境活動レポート部門で共和アスコン株式
会社が大賞（環境大臣賞）を受賞されました。
建設資材などを扱う同社は、全国に先駆けて
環境保全の取り組みを推進してきました。今
回の受賞は、昨年度の優良賞に続き、2 年連
続の受賞となります。

代表取締役社長の金原一男さんは、「社員
一丸となって取り組んだ成果。地域の皆さん
の心の潤いが持てる環境づくりに貢献してい
きたい」と話しました。

12 月にシンガポールで行われたパワーリフ
ティングの国際大会で、世界記録を樹立した
鈴木佑輔さん（三郷明盛）が市長を表敬訪問
しました。

鈴木さんはベンチプレス・ノーギア 83㌔級
に出場。それまでの記録を 0.5㌔上回る 211㌔
を上げ、世界記録を樹立しました。鈴木さん
は「世界記録を出したのは初めてで大変うれ
しい。多くの人に競技を知ってもらうきっか
けになってほしい」と話しました。

2/23　共和アスコン株式会社が受賞報告

2/8　鈴木佑輔さん市長表敬訪問　

環境活動レポートが大臣表彰

ベンチプレスで世界記録

安曇野暮らし支援協議会（望月彰会長）は、
安曇野への移住希望者を対象とした「冬の
安曇野体験ツアー」を開催しました。県外
から 6 世帯 13 人が参加。冬の気候を体感し
ながら、中古住宅や児童館の見学、地域の
皆さんとおやき作りなどをして交流しまし
た。参加者からは、「子どもと遊べる場所が
たくさんあることが分かった。安曇野への
移住が前向きに考えられた」といった感想
が寄せられました。

信州山葵農業協同組合（丸山光弘組合長）
は、地域と結びつきの深い農林水産物など
を知的財産として保護する「地理的表示（Ｇ
Ｉ）保護制度」への登録を目指し、農林水
産省へ登録申請を行いました。県内では、
木曽地方の「すんき」、南信地方の「市田柿」
が登録されています。同組合は、地元産ワ
サビを「安曇野わさび」と名付け、100 年以
上地域に根付くワサビのブランド力を高め、
生産者の収益向上を目指します。早ければ
半年程で登録となる予定です。

安曇野市消防団（鳥羽昌弘団長）による「吹奏楽と
消防ラッパのコンサート」が、豊科公民館で開かれま
した。当日は約 550 人が来場。音楽喇叭隊による安曇
野市歌「水と緑と光の郷」をはじめ、「津軽海峡冬景
色」、子ども向けには、「エビカニクス」などの曲目が
披露され、会場から大きな拍手が送られていました。

安曇野市消防団音楽喇叭隊は、演奏活動を通じて、
消防団員の士気高揚を図るとともに、地域のイベント
などで、防火・防災の予防活動を行っています。元団
員で 2 歳のお子さんと来場した宮澤岳志さん（豊科）
は、「今も夜警の音を聞く度に、陰ながら頑張る団員
の姿を心強く思うとともに、安心して過ごしている。
団員確保が難しく大変だと思うが、地域でできること
は応援していきたい」と話しました。

消防団活動に興味のある人は、危機管理課（電話
72 － 6769）またはお住まいの地域の消防団員まで問
い合わせください。

1/27・28　冬の安曇野体験ツアー

2/26　地理的表示保護制度に登録申請

2/24　天王原地区荒廃農地再生ボランティア作業

2/18　吹奏楽と消防ラッパのコンサート　

移住希望者が 真冬を体験

「安曇野わさび」ブランド向上へ

天王原産ワインを目指して

消防団活動 親しんで

明科地域の農業を守る会の会員や農業委員、地権者
の皆さんにより、荒廃農地の開墾作業が行われました。
当日は、風が強く吹く中での作業となりましたが、約
60 人が参加し、立木を倒した後の畑に残る木の根を拾
う作業を行いました。平成 25 年度から始まった再生事
業は、毎年 2㌶の開墾を続け、約 9㌶の広大な農地が
ワイン用ブドウ畑としてよみがえりました。昨年度公
募により新しく耕作者に選ばれた齋藤翔さん（三郷温）
は、「まだ耕作地面積は少ないが、たくさんの人に応援
されていることを胸に頑張りたい。天王原のワインを
早く作り、皆さんの口に届けたい。」と意気込みを語り
ました。今後も畑の開墾と新しく設置したブドウ棚へ
の苗の定植など、天王原をブドウ産地へと再生する事
業は続きます。
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健
康
づ
く
り
講
座　

誰
で
も
で
き
る

「
フ
ロ
ア
バ
レ
エ
」
教
室

床
に
座
っ
て
バ
レ
エ
の
動
き
を
行

い
、
柔
軟
性
や
体
幹
を
強
化
し
ま
す
。

足
腰
の
負
担
が
少
な
い
の
で
年
配
の
人

に
も
や
さ
し
い
運
動
で
す
。

日
4
月
12
日
・
19
日
・
26
日
・
5
月
10

日
・
24
日
（
全
5
回
・
木
曜
日
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
穂
高
会
館
講
堂

対
市
内
在
住
・
在
勤
者

講
山
之
内
里り

さ冴
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
バ

ー
・
ア
ス
テ
ィ
エ
協
会
認
定
講
師
）

費
１
０
０
０
円
（
受
講
料
）

定
30
人
（
抽
選
）

申
3
月
26
日
（
月
）・
27
日
（
火
）
に

穂
高
会
館
に
電
話
で

農
業
体
験
講
座　

▽
農
業
体
験　

日
毎
月
最
終
土
曜
日
・
初
回
４
月
28
日

（
土
）午
前
9
時
～
正
午（
雨
天
延
期
）

内
作
物
の
植
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
畑

の
管
理
作
業
。
エ
ダ
マ
メ
・
ズ
ッ
キ

ー
ニ
等
の
夏
野
菜
を
中
心
に
予
定
。

▽
調
理
実
習

①
楽
し
く
作
る
花
寿
司
講
座

日
4
月
11
日
（
水
）・
25
日
（
水
）

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
１
時

講
え
べ
や
人
材
バ
ン
ク
登
録
者

費
１
０
０
０
円　

定
15
人
（
先
着
順
）

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

②
味
噌
づ
く
り
体
験
講
座

日
4
月
20
日
（
金
）
～
22
日
（
日
）

　

20
日
・
午
後
0
時
30
分
～
3
時

　

21
日
・
午
前
9
時
～
正
午

　

22
日
・
午
前
9
時
～
11
時

講
え
べ
や
組
合
員

日
8
月
4
日
（
土
）
午
前
中
を
予
定

内
収
穫
物
を
使
っ
た
ピ
ザ
・
ポ
ト
フ
等

【
共
通
事
項
】

場
堀
金
田た
ん
ぼ甫
集
会
所
（
テ
ン
ホ
ウ
堀
金

店
様
東
側
）

対
市
内
在
住
者

費
４
０
０
円
（
受
講
料
）

　

※
調
理
材
料
等
の
経
費
は
別
途
負
担

定
10
組
（
先
着
順
）

申
3
月
26
日（
月
）か
ら
4
月
13
日（
金
）

に
堀
金
公
民
館
へ
電
話
で

講
座
「
水
野
氏
と
松
本
城
下
町

ウ
ォ
ー
ク
④
」

松
本
城
と
城
を
守
り
城
下
町
の
繁
栄

を
祈
っ
て
祀ま
つ

ら
れ
た
寺
社
な
ど
を
見
学

し
、水
野
氏
の
足
跡
に
着
目
し
な
が
ら
、

騒
動
の
時
代
背
景
を
考
え
ま
す
。

日
4
月
25
日
（
水
） 

集
合 

午
前
9
時
・
解
散 

午
後
4
時

場
松
本
市
立
博
物
館
前
（
集
合
・
解
散
）

内
松
本
城
→
松
本
市
立
博
物
館
→
各
自

昼
食
→
高
橋
家
住
宅
→
生し
ょ
う
あ
ん
じ

安
寺
（
約

１
０
０
年
ぶ
り
に
見
つ
か
っ
た
祐
天

地
蔵
見
学
）→
乾け

ん
ず
い
じ

瑞
寺
跡
。城
内
、城

下
町
を
徒
歩
で
長
時
間
移
動
し
ま
す
。

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

講
後
藤
芳
孝
さ
ん
（
松
本
城
管
理
事
務

定
10
人
（
先
着
順
）

費
２
５
０
０
円
（
持
ち
帰
り
用
味
噌
10

㎏
分
）

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
マ
ス
ク
・

持
ち
帰
り
用
段
ボ
ー
ル

③
お
茶
に
え
べ
や
「
お
抹
茶
体
験
」

日
4
月
20
日
（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

費
５
０
０
円　

定
8
人
（
先
着
順
）

持
ふ
く
さ
（
あ
る
人
）・
腰
ひ
も

④
五
ケ
用
水
を
歩
こ
う
講
座

日
4
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

講
え
べ
や
組
合
員　

定
15
人（
先
着
順
）

費
５
０
０
円
（
お
こ
昼
付
き
）

持
歩
き
や
す
い
服
装
・
飲
み
物
・
雨
具

【
共
通
事
項
】

場
「
え
べ
や
」　

所
研
究
専
門
員
）

費
３
０
０
円
（
資
料
代
・
保
険
料
等
）

定
20
人（
抽
選
。抽
選
結
果
は
12
日（
木
）

ま
で
に
申
込
者
に
連
絡
）

持
飲
み
物
、
雨
具
等

申
4
月
8
日
（
日
）
ま
で
に
記
念
館
へ

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

３
月
31
日
（
土
）

常
設
展
示
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

常
設
展
示
の
内
容
を
一
新
し
、
公
開

し
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記

念
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
一
新
し

た
博
物
館
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
新
常
設
展
示
「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
」

日
3
月
31
日
（
土
）
午
前
9
時
～

内
昭
和
30
年
代
の
安
曇
野
の
家
々
の
祭

り
・
村
の
オ
フ
ネ
祭
り
・
道
祖
神
祭

り
な
ど
の
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。
安

曇
野
の
人
々
が
作
り
上
げ
た
、
多
様

な
文
化
を
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら

鑑
賞
で
き
ま
す
。

▽
３
月
31
日
（
土
）
は
入
館
無
料

　

オ
ー
プ
ン
記
念
講
演
会

日
3
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
豊
科
公
民
館
大
会
議
室

内
「
安
曇
族
の
実
像
に
迫
る
！
～
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
展
示
の
お
も
し
ろ
さ
～
」

講
原
明
芳
さ
ん
・
百
瀬
新
治
さ
ん

定
80
人　

申
不
要

対
市
内
在
住
者
（
②
は
3
日
間
参
加
で

き
る
人
）

申
3
月
27
日（
火
）か
ら「
え
べ
や
」へ
電

話
で
（
℡
88
・
６
２
７
５ 

受
付
は

火
～
日
曜
日
の
午
前
9
時
～
正
午
）

自
作
の
競
技
用
紙
飛
行
機
で
滞
空
時

間
を
競
う
、競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
大
会
前
日
に
競
技
用
紙
飛
行
機

づ
く
り
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

本
格
的
な
競
技
用
紙
飛
行
機
の
世
界

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

紙
飛
行
機
教
室

日
4
月
7
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
午
後
0
時
30
分

内
競
技
用
紙
飛
行
機
を
作
り
、
飛
ば
し

て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す

場
豊
科
南
社
会
体
育
館

対
競
技
用
紙
飛
行
機
に
興
味
の
あ
る
人

※
内
容
は
子
ど
も
向
け
で
す

費
５
０
０
円
（
材
料
費
等
）　

申
不
要

競
技
大
会

日
4
月
8
日
（
日
）

午
前
8
時
～
午
後
2
時

場
豊
科
南
部
総
合
公
園
（
雨
天
時
は
穂

高
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
）

内
種
目　

①
神
風
号
（
ゴ
ム
カ
タ
パ
ル

ト
）
②
自
由
機
種
（
ハ
ン
ド
ラ
ン
チ
・

ゴ
ム
カ
タ
パ
ル
ト
）

費
15
歳
以
上
１
０
０
０
円
、
15
歳
未
満 

５
０
０
円
（
両
種
目
参
加
可
）

持
自
作
の
競
技
用
紙
飛
行
機　

申
不
要

み
ど
り
の

　

   

掲
示
板

第22回
大
切
な
庭
木
を
手
入
れ
し
ま
し
ょ
う

樹
木
を
長
く
、
元
気
に
育
て
る
に
は
、

日
頃
の
手
入
れ（
剪せ
ん
て
い定

）が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど

の
落
葉
広
葉
樹
は
、
葉
が
落
ち
、
木
が

休
眠
し
て
い
る
間
が
剪
定
に
適
し
た
時

期
で
す
。
果
樹
と
し
て
人
気
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
は
、
夏
と
冬
に
剪
定
す
る
の
が

一
般
的
で
す
。
適
切
な
剪
定
は
、
甘
く

大
き
い
果
実
を
育
て
ま
す
。

庭
に
樹
木
を
植
え
る
際
は
、
配
置
場

所
に
も
留
意
し
ま
し
ょ
う
。
樹
種
に
よ

っ
て
は
、
高
木
化
し
た
り
枝
が
大
き
く

張
り
出
す
も
の
も
あ
り
、
管
理
が
難
し

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
適
切
に
管
理

し
き
れ
い
な
庭
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
住
宅
の
新
築
・
結
婚
な
ど

人
生
の
節
目
を
迎
え
た
皆
さ
ん
に
、
記

念
樹
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利

用
く
だ
さ
い
。

手入れされた庭木

穂
高
公
民
館

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

堀
金
公
民
館

72
・
５
７
９
６ 

72
・
４
９
０
０

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

公
民
館

文
化
施
設

イ
ベ
ン
ト

安
曇
野
あ
か
し
な
農
産
物

加
工
交
流
ひ
ろ
ば「
え
べ
や
」

農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７

《
飯
沼
飛
行
士
記
念
大
会
》

安
曇
野
紙
飛
行
機
競
技
大
会
＆

紙
飛
行
機
教
室

文
化
課
文
化
振
興
係

71
・
２
４
６
３ 

71
・
２
３
３
８

第３回安曇野市生きもの調査に
ご協力ください

市内の生きものについて調査を行い、
過去の結果と比較し、生育・生息状況の
変化を調べます。
　参加方法など調査の詳細は、本号に添
付のパンフレットをご覧ください。

これまでの調査で分かったこと
　市街地や周辺の農地などで見られるシ
ナノタンポポ、ツバメ、アブラコウモリ、
ホンドギツネや、水田や水路に見られる
セリ、ヘイケボタル、トノサマガエルな
どは平野部を中心とした広い範囲で確認
されました。

問環境課環境政策係
471・2492　672・3176

ラジオで市政情報を確認できます
あづみのエフエム　76.1MHz
●広報あづみの暮らしのガイド

月曜日～日曜日
午前 6 時 55 分～　午後 6 時 55 分～

●広報あづみのラジオ版
月曜日～金曜日
午後 0 時 45 分～　午後 2 時 45 分～

●まちづくり多士済々
毎週水曜日 午前 11 時～正午の内 10 分

調査対象種の一種 ゲンジボタル
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※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前9時から午後５時まで。入館料等詳細は各施設まで。
凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

2021 広報あづみの　2018.3.21 2018.3.21　広報あづみの

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

①
と
し
ょ
か
ん
サ
ポ
ー
タ
ー

内
書
架
へ
の
本
の
返
却
、書
架
の
整
理
、

破
れ
た
図
書
の
修
理
、
ブ
ッ
ク
コ
ー

ト
や
ラ
ベ
ル
貼
り
、
利
用
者
へ
の
簡

単
な
案
内
、
館
内
清
掃
な
ど

▽
活
動
時
間　

中
央
図
書
館
の
開
館
時

間
帯
お
よ
び
館
内
整
理
日
の
午
後

▽
参
加
条
件　

事
前
に
2
時
間
程
度
の

研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

②
お
は
な
し
サ
ポ
ー
タ
ー

内
中
央
図
書
館
で
毎
週
水
曜
日
に
開
催

し
て
い
る
乳
幼
児
向
け
の
お
は
な
し

会
「
お
は
な
し
の
と
び
ら
」（
30
分

程
度
）
で
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

聞
か
せ
（
当
番
制
に
よ
り
月
１
回
程

度
）、
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
研
修
講

座
へ
の
参
加
な
ど

▽
活
動
時
間　

毎
週
水
曜
日　

午
前
10

時
10
分
か
ら
１
時
間
程
度
（
事
前
打

ち
合
わ
せ
を
含
む
）

春
の
こ
ど
も
読
書
月
間

こ
ど
も
が
主
役
の
読
書
月
間
で
す
。

図
書
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
本
と
出
会
い
ま

し
ょ
う
。

期
4
月
１
日
（
日
）
～
5
月
13
日
（
日
）

内
①
読
書
通
帳
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
飾
り
付
け
た

読
書
通
帳
を
配
布
し
ま
す
。
図
書
館

で
飾
り
付
け
も
で
き
ま
す
。

②
読
書
通
帳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

期
間
中
に
読
ん
だ
本
を
読
書
通
帳
に

記
入
し
、
図
書
館
に
持
参
す
る
と
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
目
標
数 

未
就
学
児
・
小
学
生
10

冊
、
中
学
生
5
冊
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

引
換
は
、
一
人
一
回
ま
で
）

▽
参
加
条
件　

年
間
を
通
じ
て
読
み
聞

か
せ
に
参
加
で
き
る
人
。
研
修
会
に

参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

③
音
訳
者
・
編
集
者
（
朗
読
協
力
者
）

内
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
、
広
報
や

郷
土
資
料
を
音
声
に
し
て
提
供
す
る

音
訳
と
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編
集
作
業

▽
活
動
時
間　

中
央
図
書
館
の
開
館
時

間
帯
で
図
書
館
の
要
請
に
応
じ
て

▽
参
加
条
件　

パ
ソ
コ
ン
で
の
文
書
や

表
作
成
な
ど
基
本
的
作
業
が
で
き
る

人
。
月
１
回
程
度
、
研
修
会
に
参
加

い
た
だ
き
ま
す
。

【
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
通
事
項
】

対
図
書
館
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
18
歳

以
上
の
市
内
在
住
者
。（
高
校
生
を

除
く
）経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
4
月
15
日
（
日
）
ま
で
に
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
中
央
図
書

館
へ
直
接
提
出
。（
そ
の
後
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
）
申
込
書
は
中
央
図

書
館
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

子
ど
も
読
書
の
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

万
華
鏡
を
つ
く
ろ
う

万
華
鏡
を
つ
く
っ
て
、
光
の
不
思
議

を
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

日
4
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

③
共
通
テ
ー
マ
展
示

市
内
図
書
館
全
館
で「
か
が
く
」に
関

す
る
子
供
向
け
の
本
を
展
示
し
ま
す
。

図
書
館
読
書
会
会
員
募
集

生
涯
学
習
の
場
の
提
供
と
、
自
主
的

な
調
査
・
研
究
を
援
助
す
る
た
め
に
読

書
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
活
動
し
て
い
る
読
書
会
に
参
加

し
た
い
人
、
新
し
く
読
書
会
を
作
っ
て

活
動
し
て
み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

対
小
学
校
低
学
年
向
け
（
未
就
学
児
は

保
護
者
同
伴
）

定
15
組
（
先
着
順
）

申
4
月
3
日
（
火
）
か
ら
中
央
図
書
館

へ
直
接
提
出
ま
た
は
電
話
で

こ
ど
も
科
学
講
座
「
パ
ン
ダ
の
誕
生
」

＆
パ
ン
ダ
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
作
り

パ
ン
ダ
の
生
ま
れ
た
時
の
大
き
さ
な

ど
を
学
ん
だ
後
、
か
わ
い
ら
し
い
パ
ン

ダ
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す
。

日
4
月
28
日
（
土
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

場
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習
施

設
「
ひ
ま
わ
り
」
講
義
室

対
小
学
生
以
上　

費
無
料　

定
15
人
（
先
着
順
）　

持
は
さ
み

申
4
月
3
日
（
火
）
か
ら
21
日
（
土
）

に
、
明
科
図
書
館
窓
口
ま
た
は
電
話

で（
受
付
は
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

お
す
す
め
の
一
冊

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｕ

齋
藤　

智
裕
／
著

紹介する人

小林　瑞
み ず き

季さん
（三郷）

「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
」
は
、
命
を
繋
げ

て
い
く
物
語
で
す
。

主
人
公
の
ヤ
ス
オ
が
自
殺
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
に
キ
ョ
ウ
ヤ
と
い
う
男
が

現
れ
、
命
を
買
い
取
ろ
う
と
言
い
ま
す
。

医
療
事
務
が
進
ん
で
い
る
組
織
と
契
約

し
、
死
後
に
肉
体
を
提
供
す
る
契
約
を

し
た
ヤ
ス
オ
は
、
一
人
の
少
女
と
出
会

い
、
自
分
の
一
部
が
少
女
に
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
少
女
と
話
す
中

で
、
命
や
生
き
る
こ
と
、
死
ぬ
こ
と
に

つ
い
て
深
く
考
え
ま
す
。
契
約
は
履
行

さ
れ
、
ヤ
ス
オ
の
体
は
少
女
や
他
の
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
に
移
植
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
キ
ョ
ウ
ヤ
に
も
…
…
。

人
生
を
諦
め
た
ヤ
ス
オ
が
少
女
と
出

会
い
、
心
が
揺
ら
い
で
い
く
と
こ
ろ
が

ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。
生
き
る
こ
と
の
喜

び
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
お
話
で
す
。

読
み
返
す
度
に
、
新
し
い
発
見
の
あ
る

本
な
の
で
、
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
に

も
ま
た
読
ん
で
も
ら
い
た
い
本
で
す
。

中央図書館映画上映会（入場無料）
『歴史秘話ヒストリア　西郷隆盛』

＜上映時間：42分＞
●日時　13日（金）開場18：00 上映18：30～
　　　　※上映時間にご注意ください
●場所　穂高交流学習センター「みらい」

多目的交流ホール

ドキドキ・ワクワクおはなし会
◇中央図書館
　おはなしのとびら　おはなしのへや
　4・11・18・25 日（各水曜日）
　　　　　10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇豊科図書館
　ちいさいたんぽぽ　多目的室
　20 日（金）11：00 ～（乳幼児対象）
　おはなしたんぽぽ　多目的室
　20 日（金）16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　
　ポケットの会　おはなしコーナー
　14 日（土）10：30 ～（乳幼児以上対象）
おはなしの会　おはなしコーナー

　24 日（火）11：00 ～（乳幼児以上対象）
◇堀金図書館　
　おはなしのへや　絵本コーナー
　17 日（火）10：30 ～（乳幼児対象）
　おりがみのへや　絵本コーナー
　「ソーマトロープをつくろう」
　25 日（水）16：30 ～

◇明科図書館　
　おはなし会　おはなしのへや

「科学のおはなし」
　28 日（土）11：00 ～（乳幼児以上対象）

4 月の休館日（全館共通）
2・9・16・23・27 日

4月の図書館イベント

梓橋（明治 43 年 8 月 10 日）

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
72

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
4 

71
・
２
３
３
８

古
写
真
に
み
る
梓
橋

左
の
写
真
は
、
明
治
43
年
８
月
10
日
に

撮
影
さ
れ
た
梓
橋
の
写
真
で
、
松
本
市

島
内
か
ら
安
曇
野
市
方
面
を
望
ん
で
い
ま

す
。『
豊
科
町
誌
』
に
よ
る
と
、
明
治
23

年
に
は
、
現
在
の
場
所
に
木
橋
が
架
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

大
正
２
年
に
は
、
信
濃
鉄
道
（
現
在
の

Ｊ
Ｒ
大
糸
線
）
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
梓

橋
の
鉄
道
橋
も
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
正

４
年
１
月
に
は
信
濃
鉄
道
松
本
―
豊
科
間

が
開
通
し
、梓
橋
駅
も
開
業
し
て
い
ま
す
。

こ
の
後
、
梓
橋
と
駅
の
周
辺
に
は
人
家

も
増
え
て
銀
行
・
郵
便
局
等
も
開
設
さ
れ

る
な
ど
、
現
在
の
梓
橋
駅
周
辺
の
発
展
の

礎
が
築
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

中
央
図
書
館
（
み
ら
い
）

中
央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

図
書
館
共
通
の
催
し中

央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

明
科
図
書
館

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

図
書
館

作成するパンダのペーパーバッグ

飾り付けした読書通帳

読書会 内容 年会費 日時・場所

東洋古典読書会
東洋には先達が残した無数の
物語があります。「奥の細道」
を教材に共に学び合います。

1,500 円
第２火曜日 
午前10時～
豊科図書館

西洋古典読書会
聖書を西欧精神の根源をなす
最高の古典書と考え、読み合
います。

8,000 円
第４木曜日
午後1時30分～
豊科図書館

宮澤賢治読書会 宮澤賢治の作品を輪読して感
想や疑問点を述べ合います。 不要

第１木曜日 
午前10時～
豊科図書館

児童文学を読む会 児童文学の奥深さを知り、読
み合わせます。 不要

第３水曜日
午前10時～
豊科図書館



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

無
料
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
市
の
情
報

や
広
報
紙
を
い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

u
http://m

achiiro.tow
n/
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（
１
階
�
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支
所
地

域
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
な
ど
詳
細
は
、
3
月
上
旬
に

発
行
し
た「
平
成
30
年
度
健
診
こ
よ
み
」

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
を
持
続
可
能
な
制
度

と
し
て
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
4

月
か
ら
県
と
共
同
で
運
営
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
の
高
齢
化

に
よ
る
医
療
費
の
増
加
、
被
保
険
者
の

減
少
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
制
度

改
正
に
よ
り
、
県
が
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
な
る
こ
と
で
、
財
政
規
模
が
拡

大
し
、
国
保
財
政
の
安
定
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。

手
続
き
の
方
法
等
は
変
わ
り
ま
せ
ん

現
在
の
被
保
険
証
等
は
、
有
効
期
限

ま
で
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

各
種
手
続
き
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
役

所
の
窓
口
で
行
え
ま
す
。

国
立
病
院
機
構
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン

タ
ー
は
松
本
病
院
と
中
信
松
本
病
院
の

2
病
院
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

5
月
１
日
か
ら
中
信
松
本
病
院
の
全
て

の
診
療
機
能
が
松
本
病
院
（
松
本
市
村

井
町
南
2
‐
20
‐
30
）
の
地
に
移
転
・

統
合
し
、「
ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

す
。中
信
松
本
病
院
で
の
通
常
診
療
は
、

4
月
27
日
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
不
明
な
点
は
中
信
松
本
病
院
専
門
職

（
4�

57
・
０
０
５
９
）
ま
で
。

安
曇
野
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
変
更

（
案
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
更
対
象
の
都
市
計
画
施
設　

安
筑
ご
み
焼
却
場
（
穂
高
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）

期
3
月
23
日
（
金
）
～
4
月
5
日
（
木
）

場
都
市
計
画
課
（
2
階
�
番
窓
口
）

平
成
30
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
受
診
費
用
助
成
の
申
し
込
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
受
診
日
の
お
お
む
ね
１
カ

月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
、
国
保
年
金
課

▽
た
き
火
の
行
為
者
は
、
節
度
を
守
り

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
も
の
と
し
て
農
作
物
の
残
茎

等
（
稲
わ
ら
や
も
み
殻
な
ど
）
の
焼

却
に
つ
い
て
は
規
制
の
例
外
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
豊
科
消
防
署
（
72
・
３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（
82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（
78
・
２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（
62
・
２
９
９
２
）

道
路
の
不
具
合
箇
所
を
通
報
す
る
こ

と
の
で
き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

（
Ｆ
ｉ
ｘ
Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
）
で
公
園
の
遊
具
や
施
設
の
不
具

合
の
情
報
も
投
稿
で
き
ま
す
。

不
具
合
箇
所
の
写
真
を
撮
影
、
コ
メ

ン
ト
を
送
信
す
る
と
、
市
担
当
者
が
不

具
合
箇
所
を
確
認
し
対
応
し
ま
す
。
ま

た
、
対
応
後
の
結
果
画
像
や
コ
メ
ン
ト

も
閲
覧
で
き
ま
す
。「
Ｆ
ｉ
ｘ
Ｍ
ｙ
Ｓ

ｔ
ｒ
ｅ
ｅ
ｔ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
と
検
索
す

る
か
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

田
畑
の
あ
ぜ
焼
き
や
た
き
火
を
行
う

機
会
が
多
い
春
は
、
最
も
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
す
。
あ
ぜ
焼
き
中
に

そ
の
場
を
離
れ
る
「
放
置
」
や
、
火
が

消
え
た
と
思
い
込
み
帰
宅
し
て
し
ま
う

「
消
し
忘
れ
」
が
主
な
原
因
で
す
。

ま
た
、
焼
却
時
の
煙
や
臭
い
に
意
見

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

▽
火
の
近
く
を
離
れ
ず
、
燃
え
移
ら
な

い
よ
う
水
バ
ケ
ツ
を
準
備
す
る
等
、

十
分
な
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
外
で
火
を
た
く
と
き
は
事
前
に
消

防
署
へ
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

★広告掲載のお申し込みは（株）共立プラニング（434・2515）まで

せ

ら

知

お穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

都
市
計
画
変
更（
案
）の
縦
覧

問
都
市
計
画
課
計
画
係

（

71
・
２
２
４
６ 
72
・
３
５
６
９
）

国
民
健
康
保
険
が
長
野
県
と

共
同
で
運
営
さ
れ
ま
す

問
国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（

71
・
２
０
２
９ 

71
・
２
５
０
３
）

公
園
施
設
の
不
具
合
状
況
を

ア
プ
リ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

問
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

71
・
２
２
４
９ 

72
・
３
５
６
９
）

屋
外
の
火
の
取
り
扱
い
に
注
意

問
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

ま
つ
も
と
医
療
セ
ン
タ
ー
の
中

信
松
本
病
院
が
移
転
し
ま
す

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

（

71
・
２
４
７
０ 

71
・
２
３
２
８
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

受
診
費
用
助
成

問
国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（

71
・
２
４
７
３ 

71
・
２
５
０
３
）

ROUTE

19

村
井
駅 村井交差点

塩尻 I.C

田川橋

まつもと医療
センター（新病院）

GooglePlay（android）

App Store（iOS）

平成 29 年度も多くの皆さんのご協力
により多額の活動資金・寄付金が集まり
ました。いただいた資金は全額を日本赤
十字社長野県支部へ納入し、災害救護を
はじめとする日赤の事業に役立てます。

平成 29 年度
日赤活動資金・寄付金納入額
▷豊 科 地 域　355 万 4,500 円
▷穂 高 地 域　355 万 8,150 円
▷三 郷 地 域　229 万 9,750 円
▷堀 金 地 域　200 万 7,150 円
▷明 科 地 域　117 万 350 円
▷本庁受付分　 70 万 4,500 円
　　　 合計　1,329 万 4,400 円

問日赤安曇野市地区事務局
　（市長寿社会課）471・2253　671・2328

日赤活動資金・寄付金ご協力
ありがとうございました

寄附・寄贈のお礼【12/11～１/４】（敬称略）
▷（故）水谷豪男　100 万円▷株式会社
アイダエナジー　代表取締役　会田恵司
11 万円　市内緑化活動の推進のため▷明
科ライオンズクラブ　書籍７冊　明科中
学校へ▷明科高等学校生徒会　絵本 10
冊　明科南・明科北認定こども園へ▷公
益社団法人安曇野シルバー人材センター
理事長　佐々木胤明　門松１対（２個）
安曇野市へ　
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信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
大

会
当
日
、
沿
道
で
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
す

る
団
体
や
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

日
6
月
3
日
（
日
）

午
前
9
時
頃
～
正
午
頃
ま
で

場
市
内
コ
ー
ス
沿
道
各
所

内
▽
楽
器
の
演
奏
、
歌
や
踊
り
な
ど

▽
書
画
な
ど
に
よ
る
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
掲
示
な
ど　

※
内
容
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

対
原
則
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体

※
移
動
や
必
要
物
品
の
用
意
や
運
搬

な
ど
は
各
自
対
応
く
だ
さ
い
。
場
所

は
実
行
委
員
会
が
指
定
し
ま
す
。

申
5
月
7
日
（
月
）
ま
で
に
、
実
行
委

員
会
事
務
局（
観
光
交
流
促
進
課
内
）

へ
電
話
で
。
内
容
な
ど
確
認
の
上
、

申
込
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
重
要

事
項
の
審
議
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

期
委
嘱
の
日
か
ら
2
年
間

対
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
者

②
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る

人
③
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
心
の

あ
る
人

④
市
税
に
滞
納
の
な
い
人

定
2
人
以
内

申
4
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
小
論
文

「
私
と
男
女
共
同
参
画
」（
書
式
自
由
、

８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
、
人
権

男
女
共
同
参
画
課（
2
階
8
番
窓
口
）

に
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
。
応
募
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。
申
込
書
は
、
人
権
男

女
共
同
参
画
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

集

募男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
委
員

問
人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女
共
生
担
当

（

71
・
２
４
０
６ 

71
・
５
１
５
５
）

mjinkendanjo@
city.azum

ino.
nagano.jp

第
４
回
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

沿
道
応
援
団
体
お
よ
び
企
画

問
観
光
交
流
促
進
課
観
光
交
流
促
進
係

（

72
・
２
２
３
９ 

72
・
１
３
４
０
）

各種情報コーナー

3月の納期
2月分の空間放射線量

本庁舎で測定された値は健康に影響のないもの
でした。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

2/5（月） 2/13（火） 2/19（月） 2/26（月）

本庁舎（豊科） 0.07 0.08 0.07 0.08

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

国営アルプスあづみの公園
（堀金・穂高地区）
桜餅作り

ホットプレートを使って、関東
風の桜餅を作ります。どなたで
も、簡単・手軽に体験できます。
親子での参加もおすすめです。

日：4月7日（土）
①午前10時30分～11時30分
②午後2時～3時
場：公園内あづみの学校社会科教室

定：20 人（先着順・
直接会場へ）

費：各回 200円（別途
入園料）

問：国営アルプスあづみの
公園　堀金・穂高管理セ
ンター　471 ‐ 5511　
671 ‐ 5512

アフリカへ毛布を
おくる運動

アフリカの人たちに毛布を送る
運動を行っています。

日場：
①4月11日（水）午前10時～午後2時

ザ・ビッグ穂高店前
②4月22日（日）午前10時～午後3時

豊科老人福祉センター

持：清潔な毛布
※布にメッセージやイ
ラストを描き、毛布に
縫い付けると喜ばれま
す。持参できない場合
は毛布を取りに伺うこ
ともできます。

明るい社会づくり運動（アフ
リカへ毛布をおくる運動安曇
野市推進協議会）熊井さん
482・5170

フォークダンス
初心者講習会

優しくて楽しいフォークダンス
（世界の民族舞踊）を踊ります。
健康づくり、友達づくりにも最
適です。1 回だけでも途中から
参加することもできます。

日：都合の良い日に参加ください。
①昼の部　4月11日～5月9日までの

毎週水曜日（全5回）午後2時～4時
②夜の部　4月13日～5月11日までの

毎週金曜日（全5回）午後7時～9時
場：穂高会館講堂

定：各20人（先着順・
直接会場へ）

費：1 回 200 円
持：運動のできる服装、

室内履き、飲み物

問：穂高 FDC 代表　清水さ
ん 4682 ‐ 2091

●国民健康保険税　　　　　　　　　（９期）
●水道料金　　　　（豊科・堀金・明科地域）
●下水道料金　　　　　　（穂高・三郷地域）

＝納期限は3月26日（月）＝
●市県民税　　　　　　　　　　　　（随期）
●後期高齢者医療保険料　　　　　　（12 期）
●介護保険料　　　　　　　　　　　（12 期）

＝納期限は4月2日（月）＝

応援がランナーの力になります

協定書に調印する宮澤市長と臼井区長（右）　

市内入浴施設

希望者に入浴料金割引券を交付します

安曇野しゃくなげの湯「暖らんの湯」

希望者に入浴料金割引券を交付します

70歳以上・
障害者手帳を
お持ちの皆さん

障害者手帳を
お持ちで入浴に
介助が必要な皆さん

希望者に市内入浴施設の入浴料金から 300 円を割引する券を、年間 24 枚交付します。対象者には平成 30 年度
の入浴料金割引券の案内と申請書を、３月末以降に送付します。交付希望者は申請してください。
問長寿社会課長寿福祉係　471・2254　671・2328、福祉課障がい福祉担当　471・2251　671・2328

希望者に安曇野しゃくなげの湯「暖らんの湯」入浴料金割引券を年間 48 枚交付します。上記「安曇野市入浴料
金割引券」とどちらかを選択し、申請してください。

問福祉課障がい福祉担当　471・2251　671・2328

対▷平成 30 年 4 月１日（基準日）現在、市内に住所を有する、70 歳以上の人
▷ 69 歳以下で身体障害者手帳 1 級から 3 級までの手帳をお持ちの人
▷基準日現在で有効な療育手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人

内●利用期限　平成 31 年 3 月 31 日まで
●利用施設　公共入浴施設および民間入浴施設で市に登録した施設（交付の際に施設一覧を同封します）

申対象者へ 3 月末から送付する申請書に必要事項を記入の上、長寿社会課（１階�番窓口）、福祉課（１階�番窓口）
または各支所地域課窓口へ直接提出または郵送。

対平成 30 年 4 月１日現在、市内に住所を有し、入浴時に介助者が必要な次のいずれかに該当する人
①視覚障がいの人　②一上肢を手首以上または一下肢を足首以上で欠損した人および同程度以上の障がいを有する人
③体幹の機能障がいにより歩行が困難な人および同程度以上の障がいを有する人
④療育手帳Ａ 1・Ａ 2 または精神障害者保健福祉手帳 1・2 級を有する人　⑤療育手帳Ｂ 1・Ｂ 2 または精神障害者保

健福祉手帳 3 級を有し、かつ医療機関または療育機関により入浴時に介助が必要と認められた人
内●利用期限および時間　平成 31 年 3 月 31 日まで・平日午後１時～ 6 時（１日１時間、割引券１枚を限度）

●利用方法　▷事前に予約の上、受付に割引券と 500 円を支払う。▷交付された人と介助者が利用できます。
申 3 月末から送付する「安曇野市入浴料金割引券」と申請書が異なります。福祉課まで問い合わせください。

※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人は、「安曇野市入浴料金割引券」と「安曇
野しゃくなげの湯暖らんの湯入浴料金割引券」のどちらかを選択できます。
次の記事を参考に、どちらか一つを申請してください。

 　  　市政トピックス　小岩岳不燃物処理場　埋め立て期間を延長
市が穂高地域小岩嶽区に設置している「小岩岳不燃物処理場」の使用

期限が本年度 3 月末で満了になることから、市と小岩嶽区は 2 月 5 日に、
4 月１日から 5 年間使用期間を延長する協定を結びました。

この処分場は市内全域の家庭から排出される土砂、ブロック、瓦など
の一般廃棄物を埋め立てており、昨年 10 月末現在で十分な残余容量があ
ることや、処理場周辺の地下水の水質検査結果に問題がなかったことか
ら、合意に至りました。宮澤市長は「管理運営を誠実に実行し、適正な
処理処分が継続されるよう努めていきます」と述べました。



凡例　日日時　期期間　場場所　内内容　対対象　講講師　費費用　定定員　持持ち物　申申し込み　提提出先　 その他　問問い合わせ

※特に記載のない場合、申込時間は平日の午前8時 30分から午後5時 15分まで。

2627 広報あづみの　2018.3.21 2018.3.21　広報あづみの

平成 30年度国税専門官採用試験（大学卒業程度）

国税局や税務署において、税のスペシャリストとして働く国税
専門官（国家公務員）を募集します。
申原則インターネット申し込みです。
申込期間　3 月 30 日（金）午前 9 時～ 4 月 11 日（水）［受信有効］
uhttp://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
問インターネット申し込みに関すること

人事院人材局試験課　　403・3581・5311（内線 2332）
上記以外に関すること
関東信越国税局人事第二課試験係　4048・600・3111（内線 2097）

よ
り
公
平
・
公
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
と
お
り
見
直
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
一
部
の
土
地
で
は
評
価
額
や
税
額

に
増
減
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
鑑
定
に
よ
る
宅
地
評
価
の
見
直
し

平
成
29
年
１
月
１
日
を
価
格
調
査
基

準
日
と
し
て
、
市
内
を
土
地
の
利
用
状

況
の
似
た
区
域
に
分
け
、
そ
の
区
域
内

の
標
準
的
な
宅
地
の
鑑
定
評
価
を
行
い

ま
し
た
。　
　

そ
の
結
果
を
反
映
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

宅
地
評
価
を
し
て
い
る
土
地
の
価
格
を

算
定
し
直
し
ま
し
た
。

●
道
路
比
準
割
合
の
適
用
の
見
直
し

　

市
内
の
宅
地
評
価
は
、
路
線
価
を
基

礎
と
す
る
「
市
街
地
宅
地
評
価
法
」
と

市
街
地
以
外
の
「
そ
の
他
の
宅
地
評
価

法
」の
い
ず
れ
か
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
そ
の
他
の
宅
地
評
価
法
」
で

用
い
る
各
種
補
正
の
中
に
は
、
宅
地
が

接
面
す
る
道
路
の
状
況
に
応
じ
た
「
道

路
比
準
」
が
あ
り
ま
す
が
、
道
路
の
拡

幅
や
舗
装
な
ど
の
経
年
変
化
を
踏
ま

え
、
現
状
に
合
わ
せ
た
補
正
率
の
適
用

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
評
価
額

や
税
額
が
上
が
っ
た
土
地
が
あ
り
ま

す
。

●
課
税
地
目
の
見
直
し

現
地
調
査
や
航
空
写
真
を
活
用
し

て
、
土
地
の
現
況
・
利
用
状
況
等
の
調

査
を
行
い
、
見
直
し
ま
し
た
。

●
雑
種
地
の
補
正
率
の
見
直
し

　

雑
種
地
の
う
ち
、
近
傍
宅
地
の
価
格

か
ら
比
準
し
て
評
価
額
を
求
め
る
土

地
（
宅
地
介
在
雑
種
地
、
駐
車
場
、
資

材
置
場
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
補
正

率
を
適
用
し
評
価
額
を
算
出
し
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
、
安
曇
野
市
土
地
利
用
基

本
計
画
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
田
園
環

境
区
域
」
で
は
、
開
発
事
業
が
制
限
さ

れ
建
築
不
可
能
な
土
地
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
宅
地
利
用
が
困

難
な
雑
種
地
に
適
用
さ
せ
る
補
正
率
を

新
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
評
価
額
や
税
額
が
下

が
っ
た
雑
種
地
が
あ
り
ま
す
。

家
屋
は
総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
3
年
ご
と
に

建
築
資
材
・
物
価
変
動
な
ど
を
反
映
し

て
算
出
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
床
面
積

の
変
更
な
ど
の
異
動
が
な
い
限
り
、
3

年
間
は
同
じ
評
価
額
と
な
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
評
価
替
え
は
、
前
年

度
の
再
建
築
価
格
（
※
１
）
に
再
建
築

費
評
点
補
正
率
（
※
2
）
を
乗
じ
て
、

再
建
築
費
評
点
数
を
求
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
の

賦
課
期
日
に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
な
ど
の
「
固
定
資
産
」
を
所
有
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
所
在
す
る
市
町
村
に

納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

固
定
資
産
の
う
ち
、
土
地
と
家
屋
は

3
年
に
一
度
の
基
準
年
度
ご
と
に
「
評

価
替
え
（
評
価
の
見
直
し
）」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
替

え
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5
年
度
） 

分
・
3
階
建
以
上
中
高
層

耐
火
住
宅
は
5
年
度
（
認
定
長
期
優

良
住
宅
の
場
合
7
年
度
）
分
に
限
り

１
２
０
㎡
ま
で
の
床
面
積
部
分
に
つ

い
て
課
税
標
準
額
が
2
分
の
１
に
な

っ
て
い
る
か

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

期
4
月
１
日
（
日
）
～
5
月
１
日
（
火
）

　

※
閉
庁
日
を
除
く

場
税
務
課
（
１
階
�
番
窓
口
）

●
縦
覧
で
き
る
人

平
成
30
年
度
に
お
け
る
市
内
の
土

地
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

費
無
料

持
▽
本
人
の
縦
覧
は
、
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
身
分
証
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、運
転
免
許
証
な
ど
）

▽
代
理
人
の
縦
覧
は
、
本
人
か
ら
の

委
任
状
と
代
理
人
を
確
認
で
き
る
身

分
証

平
成
30
年
度
の
課
税
台
帳
の
閲
覧
が

で
き
ま
す
。

期
4
月
１
日
（
日
）
～
平
成
31
年
3
月

31
日
（
日
）
※
閉
庁
日
を
除
く

場
税
務
課
（
１
階
�
番
窓
口
）、
各
支

所
地
域
課

費
１
通
３
０
０
円
（
縦
覧
期
間
中
は
無

料
）

持
▽
本
人
の
閲
覧
は
、
本
人
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
身
分
証

▽
代
理
人
は
、
本
人
か
ら
の
委
任
状

と
代
理
人
を
確
認
で
き
る
身
分
証

▽
借
地
借
家
人
が
該
当
す
る
固
定
資

産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
場
合

は
、
賃
貸
契
約
書
な
ど
の
当
該
資
格

を
証
明
す
る
書
面
お
よ
び
借
地
借
家

人
の
身
分
証 

税
負
担
の
公
平
の
観
点
か
ら
、土
地
、

家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
の
調
査
を
随
時

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
宅
地
等
へ
の
調

査
の
際
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

平
成
30
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
は
、
4
月
9
日
（
月
）
頃
に
郵
送

す
る
予
定
で
す
。
固
定
資
産
の
評
価
額

な
ど
を
記
載
し
た
課
税
明
細
書
が
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
の
納
期
限

第
１
期　

5
月
１
日
（
火
）

第
2
期　

7
月
31
日
（
火
）

第
3
期　

12
月
25
日
（
火
）

第
4
期　

平
成
31
年
2
月
28
日（
木
）

●
課
税
明
細
書
の
確
認
例

【
土
地
】

▽
住
宅
用
地
の
場
合
、「
小
規
模
住

宅
用
地
（
２
０
０
㎡
以
下
の
部
分
）」

ま
た
は
「
住
宅
用
地
（
２
０
１
㎡
以

上
の
部
分
） 

」
の
軽
減
特
例
が
適
用

さ
れ
て
い
る
か

【
家
屋
】

▽
主
体
構
造
は
正
し
い
か

▽
取
り
壊
し
た
家
屋
が
載
っ
て
い
な

い
か

▽
新
し
く
建
て
た
家
屋
が
載
っ
て
い

る
か

▽
新
築
住
宅
の
場
合
、
新
た
に
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
年
度
か
ら
3

年
度 

（
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
場
合

金

税平
成
30
年
度
は

固
定
資
産
の
評
価
替
え
の
年
で
す
。

問
税
務
課
家
屋
担
当
・
土
地
担
当　

71
・
２
４
８
２（
家
屋
担
当
）
71
・
２
４
８
３（
土
地
担
当
）
72
・
２
０
６
５（
共
通
）

土
地
の
評
価
替
え

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

固
定
資
産
税
の
調
査

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

家
屋
の
評
価
替
え

受験資格

１．昭和 63 年４月２日～平成９年
４月１日生まれの者

２．平成９年４月２日以降生まれ
の者で次に掲げる者

①大学を卒業した者および平成 31
年３月までに大学を卒業する見
込みの者

②人事院が①に掲げる者と同等の
資格があると認める者

試験日

▷第１次試験　６月 10 日（日）
▷第２次試験　７月 12 日（木）～

19 日（木）のいずれか第 1 次試
験合格通知書で指定する日時

●用語解説
（※ 1）再建築価格
評価の対象となった家屋と同一のものを、評価の時点におい

てその場所に新築するものとした場合に必要とされる建築費

です。

（※ 2）再建築費評点補正率
平成 28 年 7 月現在の物価水準により算定した工事原価に相当

する費用の平成 25 年 7 月現在の当該費用に対する割合を基礎

として定めたものです。
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■豊　科　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月9日（月）

9:00 ～ 9:15 熊倉 柳原道祖神前
9:25 ～ 9:45 熊倉地区公民館
9:55 ～ 10:15 アルプス地区公民館

10:30 ～ 10:40 田沢 南原集会所
10:50 ～ 11:00 田沢地区公民館
11:10 ～ 11:30 光農業生活改善センター
13:00 ～ 13:20 桜坂地区公民館
13:30 ～ 13:45 大口沢地区公民館
14:00 ～ 14:15 小瀬幅農業生活改善センター

4月13日（金）

9:00 ～ 9:30 県安曇野庁舎東側駐車場
9:40 ～ 10:00 豊科交流学習センター「きぼう」駐車場

10:10 ～ 10:30 寺所地区公民館
10:40 ～ 11:00 徳治郎地区公民館
11:10 ～ 11:30 踏入コミュニティセンター
13:00 ～ 13:20 重柳地区公民館
13:30 ～ 13:45 殿村地区公民館
13:55 ～ 14:15 細萱地区公民館

4月19日（木）

9:00 ～ 9:20 JR 梓橋駅前
9:30 ～ 9:50 たつみ原地区公民館

10:00 ～ 10:15 飯田地区公民館
10:25 ～ 10:40 下飯田地区公民館
10:50 ～ 11:10 中曽根地区公民館
11:20 ～ 11:40 下鳥羽地域構造改善センター
13:10 ～ 13:30 上鳥羽地域農業推進拠点施設
13:40 ～ 14:00 真々部地区公民館南駐車場

4月22日（日）

9:00 ～ 9:20 県安曇野庁舎東側駐車場
9:35 ～ 9:50 寺所地区公民館

10:00 ～ 10:20 成相コミュニティセンター
10:30 ～ 10:40 吉野 荒井お堂前
10:50 ～ 11:00 本村区コミュニティセンター
11:15 ～ 11:30 下鳥羽地域構造改善センター
13:00 ～ 13:15 上鳥羽地域農業推進拠点施設
13:25 ～ 13:40 真々部地区公民館南駐車場
13:50 ～ 14:05 たつみ原地区公民館

4月25日（水）

9:00 ～ 9:20 豊科交流学習センター「きぼう」駐車場
9:30 ～ 9:50 成相コミュニティセンター

10:00 ～ 10:15 吉野 荒井お堂前
10:25 ～ 10:45 本村区コミュニティセンター
11:00 ～ 11:10 細萱地区公民館
11:20 ～ 11:30 重柳地区公民館
13:00 ～ 13:10 踏入コミュニティセンター
13:25 ～ 13:35 野田集会所
13:50 ～ 14:10 アルプス地区公民館

■穂　高　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月6日（金）

9:00 ～ 9:20 等々力地区公民館
9:30 ～ 9:50 三枚橋公園

10:00 ～ 10:15 白金地区公民館
10:25 ～ 10:45 矢原地区公民館
10:55 ～ 11:15 宮嶋電器隣ごみステーション
11:25 ～ 11:45 柏原会館
13:20 ～ 13:40 ＪＡ西穂高支所前
13:50 ～ 14:10 久保田地区公民館

4月11日（水）

9:00 ～ 9:20 狐島地区公民館
9:30 ～ 9:45 青木花見地区公民館
9:55 ～ 10:10 島新田地区公民館

10:20 ～ 10:40 立足地区公民館
10:50 ～ 11:10 古厩地区公民館
11:20 ～ 11:40 新屋地区公民館
13:10 ～ 13:25 北矢村集会所
13:35 ～ 13:50 宮城地区公民館

4月15日（日）

9:00 ～ 9:40 穂高支所南駐車場
9:50 ～ 10:10 柏原会館

10:20 ～ 10:50 久保田地区公民館
11:00 ～ 11:20 上原地区公民館
13:00 ～ 13:25 ビフ穂高第２駐車場
13:35 ～ 13:55 新屋地区公民館
14:05 ～ 14:25 立足地区公民館

4月17日（火）

9:00 ～ 9:20 等々力町地区公民館
9:30 ～ 9:55 本郷地区公民館

10:05 ～ 10:25 西原地区公民館
10:35 ～ 10:50 田中地区公民館
11:00 ～ 11:20 上原地区公民館
13:00 ～ 13:20 塚原地区公民館
13:30 ～ 13:50 牧地区公民館

4月21日（土）

13:00 ～ 13:25 ＪＡ西穂高支所前
13:40 ～ 13:55 牧地区公民館
14:05 ～ 14:20 古厩地区公民館
14:30 ～ 14:45 青木花見地区公民館
14:55 ～ 15:20 勤労者福祉センター

4月23日（月）

9:00 ～ 9:20 勤労者福祉センター
9:30 ～ 9:45 橋爪地区公民館
9:55 ～ 10:10 耳塚地区公民館

10:20 ～ 10:40 嵩下地区公民館
10:50 ～ 11:10 小岩岳地区公民館
13:00 ～ 13:15 豊里地区公民館
13:25 ～ 13:45 富田地区公民館

■三　郷　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月10日（火）

9:00 ～ 9:20 東中萱集会所
9:30 ～ 10:00 中萱地区公民館

10:10 ～ 10:30 住吉地区公民館
10:40 ～ 11:00 楡地区公民館
11:10 ～ 11:30 及木区集会場
13:00 ～ 13:30 一日市場地区公民館
13:40 ～ 14:00 ＪＲ一日市場駅前

4月20日（金）

9:00 ～ 9:20 東小倉地区公民館
9:30 ～ 9:50 東小倉第一集会所

10:00 ～ 10:30 上長尾地区公民館
10:40 ～ 11:10 二木地区公民館
11:20 ～ 11:45 下長尾地区公民館
13:15 ～ 13:45 七日市場コミュニティセンター
13:55 ～ 14:25 野沢地区公民館
14:35 ～ 14:50 室町地区公民館

4月26日（木）

9:00 ～ 9:20 住吉地区公民館
9:35 ～ 10:05 中萱地区公民館

10:15 ～ 10:35 一日市場地区公民館
10:45 ～ 11:15 三郷支所前駐車場
11:25 ～ 11:45 野沢地区公民館
13:15 ～ 13:35 南小倉地区公民館
13:45 ～ 14:05 小倉多目的研修センター
14:15 ～ 14:45 北小倉地区公民館

■堀　金　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月18日（水）

9:00 ～ 9:35 田多井地区公民館
9:45 ～ 9:55 田尻元稚蚕所西ごみ集積所前

10:05 ～ 10:25 旧小田多井公民館跡地
10:35 ～ 10:50 中堀神社東空地
11:00 ～ 11:30 下堀地区公民館
13:00 ～ 13:25 堀金支所
13:35 ～ 14:00 上堀地域構造改善センター
14:10 ～ 14:40 倉田構造改善センター

4月24日（火）

9:00 ～ 9:10 下堀田甫集会所
9:20 ～ 9:35 下堀公園ごみ集積所前
9:45 ～ 10:10 扇町区構造改善センター

10:20 ～ 10:30 上堀南原公会堂
10:40 ～ 11:00 田尻地区公民館
11:10 ～ 11:20 田多井元南部詰所ごみ集積所前
11:30 ～ 11:50 岩原地区公民館西側

■明　科　地　域　
月　　日 時　　間 場　　所

4月12日（木）

9:00 ～ 9:10 塩川原農業研修センター
9:20 ～ 9:30 旧荻原教員住宅横  資源ステーション
9:40 ～ 9:50 荻原農村都市交流センター

10:00 ～ 10:10 中村農業生活改善センター
10:20 ～ 10:30 小泉農業研修センター
10:45 ～ 10:55 潮農業生活改善施設
11:05 ～ 11:25 明科支所
11:35 ～ 11:45 明科体育館北側駐車場

4月16日（月）

9:00 ～ 9:10 中耕地地区公民館
9:20 ～ 9:30 宮本地区公民館
9:40 ～ 9:50 北村集会場

10:00 ～ 10:10 中条集会センター
10:20 ～ 10:30 天神原農業生活改善施設
10:45 ～ 11:00 明科支所
11:15 ～ 11:25 大足地区コミュニティ集会施設
13:00 ～ 13:10 潮沢多目的施設
13:20 ～ 13:30 山中農業研修センター
13:40 ～ 13:50 明科北認定こども園駐車場（西側）
14:00 ～ 14:10 上生野地区公民館

4月24日（火）

13:30 ～ 13:40 上押野上手木戸バス停
13:50 ～ 14:00 上押野営農センター
14:10 ～ 14:25 下押野集会センター
14:35 ～ 14:45 御宝田遊水池駐車場

生涯１度の登録と
　　年１回の狂犬病予防注射を

生後 91 日以上の飼い犬は、生涯に１度の登録と年
１回の狂犬病予防注射が法律で義務付けられていま
す。室内犬も同様ですので、必ず登録と注射を受け
てください。登録・注射を受けさせない場合は 20 万
円以下の罰金などの罰則が課せられます。（狂犬病予
防法第 27 条第１号および同条第２号）

マナーを守って
▷犬のフンは必ず持ち帰りましょう。可燃ごみで処

理をしてください。
▷犬を放すのは危険です。必ずつなぎましょう。
▷犬がいなくなったとき戻ってくるように、首輪に「鑑札」
「狂犬病予防注射済票」「迷子札」を付けましょう。

忘れずに
連れて行ってね！

お忘れなく！
愛犬の登録と
狂犬病予防注射

次のとおり犬の登録と狂犬病予防注射を行います。日程をご確認
の上、都合の良い会場で受けてください。なお、雨天の場合も行い
ます。（いずれの会場でも新規登録・注射ができます）
問環境課環境保全担当　471・2491　672・3176

登録・予防注射の手数料・料金
犬の新規登録・予防注射などの料金は次のとおりです。（１頭当たり、消費税額を含む）

▷予防注射料金および手数料　3,500 円（注射料金 2,950 円、注射済票交付手数料 550 円）

▷新規登録手数料　3,000 円　※当日はお釣りのないようご協力ください。

注意事項
　既に登録をしている飼い主の皆さんは、お手元に届いたはがきを必ず持参してください。犬をしっかり抑

えられる人が付き添い、首輪が抜けないようにしてください。

　次に該当する犬は、動物病院で診察を受けてから狂犬病予防注射の接種を受けてください。

▷健康状態に不安のある犬　▷現在治療中の犬　▷過去に予防注射接種後に異常を起こしたことがある犬
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4月（April）の予定
4 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

12日（木）	（予約日：5日（木））・26日（木）（予約日19日（木））
時 13：30～16：30　※ひとり 20 分
場市役所 2 階　相談室 211
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9時～12時
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士による無料法律相談  要予約

介護相談　　　　時平日 8：30 ～ 17：00　

場問中央地域包括支援センター（市役所 1 階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
場問北部地域包括支援センター（穂高支所内）
　　（℡81-0760・FAX88-3711）　
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･ひとり親家庭･女性の相談 要予約
毎週月～金曜日　時 8：30 ～ 17：00　※ 30日は行いません
場問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

消費生活相談　時平日8:30～17:15 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（市役所 2 階）
　　（℡直通71-2100・FAX72-3176）
※消費者ホットライン（局番なし）188 番「嫌や！（イヤヤ！）」

4月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

12 日（木） 場市役所 4 階　会議室 403　※生活相談も含む

12 日（木） 場市役所 3 階　相談室 311

労働に関する相談　　　

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※ 1 回の相談時間 50 分で 3 枠。予約は前日の正午まで。
20日（金） 場市役所3階　相談室312　※ 40 歳代前半まで

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日　※ 30 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡73-1624・FAX72-2204）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 30 日は行いません

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX72-2204）
※電話相談可。まずはお電話ください。

19日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
場市役所 2 階　相談室 211・212
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約

心配ごと相談（★は行政相談委員による相談を同時開催）

７日（土）・★ 23日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
10日（火）・★ 22日（日）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
11日（水）・★ 25日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
12日（木）・★ 26日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
13日（金）・★ 27日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記各会場へ

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	 5・19日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
10日（火）	場問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）

	11・25日（水）	場問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
12・26日（木）	場問三郷保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
	 17日（火）	場問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

こころの相談

ユニオンサポートセンターの相談会  要予約 	 時 18:00 ～ 20:00

中信労政事務所の相談会 	 時 13:00 ～ 16:00

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
2・9・16・23日（月）・５日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 9:30 ～ 10:00
５日（木）　場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～ 16:00
12・19・26日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00
4・11・18・25日（水）　
場豊科保健センター 2 階和室
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。※ 4・18 日は家族会

12日（木）場市役所 2 階　会議室 202　※人権相談　

問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権よろず困りごと相談　時10：00 ～ 15：00 

※予約は前日の 17：00 まで

問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122

卓球教室 7日（土） 14：00 ～ 15：00
対象：小学生以上　持ち物：持参できる人はラケット

育児相談・身体測定 13日（金） 10：30 ～ 12：00

チャレンジタイム お花見 14日（土） 10：00 ～ 12：00
要予約 50円   定員 10 組

お下がり会 27日（金） 10：30 ～ 11：00
出品者要申し込み。出品者は 10：00 までにお越しください。

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６

	育児相談 16日（月） 10：00 ～ 12：00

	読み聞かせ 20日（金） 11：00 ～ 11：20

チャレンジタイム 春のおやつ作り 28日（土） 14：30 ～ 15：30
要予約 100円   対象：小学生　定員 20人　持ち物：エプロン・三角巾・
飲み物

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126

育児相談・身体測定 9日（月） 10：00 ～ 12：00

ファミリーサポート登録会 11日（水） 10：30 ～
持ち物：印鑑

チャレンジタイム ぎょうざピザパーティ　要予約 100円

対象：小学生　定員 20人　持ち物：エ
プロン・三角巾・お皿・コップ 28日（土） 14：00 ～ 15：00

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621

みんなあつまれ 手作りだんごでお花見さんぽ
要予約 50円   定員20組　持ち物：
飲み物、帽子、はきなれた靴 16日（月） 10：30 ～ 12：00

読み聞かせ 18日（水） 11：00 ～ 11：20

育児相談・身体測定 20日（金） 10：30 ～ 12：00

ふれあい農園 じゃがいも植え 27日（金） 10：30 ～ 11：30
登録家庭のみ　持ち物：長靴・帽子・軍手・飲み物

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152

読み聞かせ 9日（月） 11：00 ～ 11：30
みんなあつまれ ママキッズビクス 12日（木） 10：30 ～ 11：30
要予約   定員 20 組

育児相談 20日（金） 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685

育児相談・身体測定 13日（金） 10：30 ～ 12：00

キッズパーク はじまるよ！説明会

17日（火）・18日（水）・19日（木） 10：30 ～ 11：30
登録家庭以外要予約   対象：17 日（火）は 2歳児以上、18 日（水）は 1歳児、
19 日（木）は 0歳児　

読み聞かせ 20日（金） 11：00 ～

育児相談・身体測定 13日（金） 10：30 ～ 12：00
★身体測定は 10：00 ～ 12：00

ふれあい農園 顔合わせ・じゃがいも植え
要予約   定員 20 組　持ち物：軍手・
飲み物 16日（月） 10：30 ～ 11：30

みんなあつまれ さくらもちづくり 18日（水） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円   定員 15 組  持ち物：エプロン・三角巾・飲み物　

読み聞かせ 23日（月） 11：00 ～ 11：20

TEL・FAX82-2527★穂高西部児童館

読み聞かせ 6・13日（金） 11：00 ～ 11：20

わらべうた 9・16・23日（月） 11：10 ～

育児相談・身体測定 13日（金） 10：30 ～ 12：00
みんなあつまれ！ 20日（金） 10：30 ～ 11：304 月生まれハッピーバースディ♡

TEL・FAX83-5494★穂高北部児童館

読み聞かせ 9日（月） 11：00 ～

育児相談・身体測定 9日（月） 10：30 ～ 12：00

みんなあつまれ 春を呼ぶいちご大福づくり
要予約 100円   定員 10 組
持ち物：エプロン・三角巾・飲み物 11日（水） 10：30 ～ 11：30

読み聞かせ　ひばりの会さん 12日（木） 16：00 ～ 16：30
対象：小学生

クライミング教室 23日（月） 16：00 ～ 16：45
要予約   対象：小学生　定員 5人　持ち物：運動靴・運動のできる支度・
飲み物

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124

1日（日） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 29日（日）昭和の日 30日（月）振替休日
や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

信濃内科循環器科医院
82-7722［穂高］

小 田 切 医 院
83-6025［穂高］

古 川 整 形 外 科 医 院
82-8880［穂高］

追 分 ク リ ニ ッ ク
82-2129［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

前 角 整 形 外 科 医 院
82-1478［穂高］

武田内科クリニック
88-6500［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666[ 穂高 ]

和 田 医 院
72-2047［堀金］

あさひ内科クリニック
50-8075［豊科］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

白 木 医 院
77-2134[ 三郷 ]

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

天 野 歯 科 医 院
73-4182［豊科］

か え で 歯 科 医 院
82-4105［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

上 條 歯 科 医 院
82-2215［穂高］

上 月 歯 科 医 院
82-7530［穂高］

さ と う 歯 科 医 院
81-5155［穂高］

4月の児童館の予定
･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費　休館日 ･･･日曜・祝日

※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。
　各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前親子の皆さんが対象の登録制サークルです。
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古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

人口と世帯 2018.3.1 現在（　）内は対前月比
人口　98,110 人（＋ 9）男 47,608 人（＋ 12）女 50,502 人（－ 3）
世帯　39,400 世帯（＋ 26）※住民基本台帳に基づく人口および世帯数
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安曇野インスタグラムフォトコンテスト2018

安曇野市に「行きたい」
「見たい」と思うような写真 

●応募作品　各部門の応募期間中に市内で撮影した写真（1 人何点でも可）
●応募資格　市内外在住を問わず誰でも応募可能。ただし、日本国内在住の人に限ります。
●各賞など　（1）最優秀賞（各部門１点）（2）優秀賞（各部門２点）

（3）「朝が好きになる街　安曇野」賞（５点）
※入賞者には市の特産品やノベルティグッズなどを贈呈

●審査発表　11 月末を予定。その他応募に関する詳細は市観光協会ホームページ
（uhttp://www.azumino-e-tabi.net/）をご覧ください。

●そ の 他　応募作品は、各種広告物等に使用する場合があります。本コンテストは
Instagram が後援・支持・運営・関与するものではありません。

問観光交流促進課ブランド推進担当（471・2053　672・1340）

②応募用タグ
＃安曇野春
＃安曇野夏
＃安曇野山のいずれかをつける③撮影した場所をコメントに付け、インスタグラムで写真を投稿

応募方法
①市観光協会
インスタグラム
アカウント

「＠visitazumino」をフォロー

時間延長窓口4月3日（火）・17日（火）
 （午後５時 15 分から８時）
休日開庁日
4月1日（日） （午前８時30分から午後4時）
4月22日（日） （午前８時30分から正午）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い

ます。事前に問い合わせください。

各支所への電
話は本庁舎か
ら転送します
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【春部門】　 4月1日～6月30日
応募用タグ「#安曇野春」

【夏部門】
【山岳部門】 7月1日～9月30日応募用タグ「#安曇野夏」「#安曇野山」

あなたのお気に入りの写真を投稿してください！


